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決算特別委員会  １０月３日（火）         開 会 １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

野畑直委員長  

ただいまから決算特別委員会を開会いたします。 

去る９月２２日の本会議において、当委員会に閉会中の継続審査として付託

されました案件は、認定第１号 平成２８年度阿久根市歳入歳出決算認定につ

いて（一般会計）、認定第２号 国民健康保険特別会計、認定第３号 簡易水

道特別会計、認定第４号 交通災害共済特別会計、認定第５号 介護保険特別

会計、認定第６号 後期高齢者医療特別会計、認定第７号 平成２８年度阿久

根市水道事業会計の決算の認定について、以上７件であります。 

まず、審査日程についてお知らせいたします。 

審査日程は、先の委員会で決定したとおり、本日から１０月６日までの４日

間といたします。 

なお、各課等の審査順は、お手元に配布してあります審査日程表のとおりと

し、都合によっては時間及び日程の変更も考慮の上、審査していきたいと思い

ますのでよろしくお願いします。 

次に、審査の方法については、歳入歳出決算書のほか、提出されている全書

類により審査することとなりますが、所管課長等の説明は、主に決算事項別明

細書と決算に関する説明書により説明を受け、その後各委員の質疑に入りたい

と思います。 

なお、現地調査につきましては、各課の審査が終わってからお諮りいたした

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

また、質疑は一問一答形式とし、議題外にわたらず、簡潔明瞭に、ページ数

と款項目を言ってからされるようお願いいたします。 

 

○認定第１号 平成２８年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

野畑直委員長  

それでは日程表にしたがい、認定第１号を議題とし、議会事務局所管の事項

から審査に入ります。 

議会事務局の出席をお願いします。 

（議会事務局入室） 

それでは局長の説明を求めます。 

松﨑議会事務局長 

認定第１号について、議会事務局所管分について御説明いたします。 

初めに、歳出の概要について御説明します。決算に関する説明書の５ページ

をお開きください。款別決算の状況について、１款議会費の予算現額は１億３,

２３５万６千円、支出済額は１億２,９５２万５,７５０円,差額であります不

用額が２８３万２５０円、予算現額に対する執行率は９７.８６％となってお

ります。一般会計支出済額における議会費の構成比は１.１２％、対前年度の

決算額と比較しますと、８４９万２,２７７円、６.１５％の減となっておりま

す。減額の主なものは議員共済会負担金の減が主なものであります。 

それでは、決算に関する説明書は２６ページをお願いします。事項別明細書
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は１９ページをお願します。事項別明細書のほうで各節ごとに支出済額の欄で

御説明します。１節報酬の支出済額５,４１５万７,２００円は、議員１６名及

び嘱託職員１名分の報酬であります。２節給料の支出済額１,６７２万７,７４

５円は、職員４名分の給料であります。３節職員手当等の支出済額２,５４０

万４,３６７円は、議員１６名分の期末手当、職員４名分の期末勤勉手当が主

なものであります。４節共済費の支出済額２,６１６万５,４５２円は、市議会

議員共済会負担金の２,０６７万５,２００円が主なものであります。９節旅費

の支出済額３３９万１,９２０円は、議員の費用弁償２４２万４,８８０円、職

員の普通旅費９４万８,６２０円が主なものであります。不用額の１０９万５,

０８０円は、年度末までの議長等の旅費を留保していたものであります。１０

節交際費の支出済額３３万７,８２７円は、議長等が出席した各種会合に係る

会費等が主なものであります。１１節需用費の支出済額１２４万４,９００円

は、議会だよりの印刷製本費４０万３,９２０円、現行法規の加除等の図書代

５８万４８８円が主なものです。不用額の６５万７,１００円は、市議会だよ

りの印刷製本費の執行残が主なものであります。１２節役務費の支出済額１０

万９,５６０円は、郵便、電話料等の通信費が主なものであります。１３節委

託料の支出済額１１８万１,９４９円は、会議録反訳印刷製本業務委託料であ

ります。１４節使用料及び賃借料の支出済額２万９,６２０円は、議長公務時

のタクシー使用料であります。１８節備品購入費の支出済額２万３,７６０円

は、議会だよりを市民ホールと事務局前に配置するためのパンフレットスタン

ド購入したものであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額７５万１,

４５０円は,全国・九州・県それぞれの議長会等の負担金６１万２,４００円が

主なものであります。 

次に、歳入について御説明します。決算に関する説明書の２１ページをお願

いします。説明書の２１ページです。１９款５項４目２０節雑入のうち、議会

事務局所管分は、上から７行目の雇用保険料のうち、６,７２０円が事務局嘱

託職員分です。 

以上で御説明を終わりますが、御審議をよろしくお願い申し上げます。 

野畑直委員長  

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認めます。 

なければ認定第１号中、議会事務局所管の事項について審査を一時中止いた

します。 

 

（議会事務局退出、監査事務局入室） 

野畑直委員長  

次に、認定第１号中、監査事務局所管の事項について審査に入ります。 

局長の説明を求めます。 

川畑事務局長 

それでは監査事務局所管分について御説明させていただきます。 

まず、公平委員会費から御説明いたします。一般会計の決算に関する説明書

の２９ページ、事項別明細書については２３ページをお開きください。２款１
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項１０目公平委員会費の予算現額４０万４千円に対し、支出済額は１４万５,

６２６円、不用額は２５万８,３７４円で、執行率は３６.０％となっておりま

す。それでは、各節ごとに歳出の主なものについて御説明させていただきます。

１節報酬の３万９００円は、公平委員３名分の公平委員会ほか各種会合等への

出会時の報酬であります。なお、平成２８年度は職員から勤務条件に関する措

置の要求審査する案件がなかったため、公平委員会の開催は１回の開催となり、

不用額が７４,１００円生じたものであります。９節旅費の８万１,７８０円は、

全国公平委員会連合会本部研究会等の出席旅費が主なものであります。１９節

負担金補助及び交付金の３万５００円は、決算に関する説明書にあるとおり、

県及び全国の公平委員会連合会への負担金と会議の出席負担金であります。 

次に、監査委員費について御説明させていただきます。 

決算に関する説明書は３３ページ、事項別明細書は３０ページとなります。

２款６項１目監査委員費は、当初予算額１,６７４万１千円、補正予算額２１

万３千円で、予算現額１,６９５万４千円に対し、支出済額は１,６５３万７,

２４９円、不用額が４１万６,７５１円であり、執行率は９７.５％となってお

ります。以下、節ごとに主なものについて御説明させていただきます。報酬の

１６６万５,６００円は、監査委員２名分の報酬であります。２節給料から４

節共済費は、職員２名分の人件費であります。９節旅費の４１万８,０６０円

は、全国及び九州等の監査委員会総会及び研修会等の出会旅費が主なものであ

ります。１９節負担金補助及び交付金の４万８千円は、九州各市監査委員会ほ

か会費等の負担金及び各種会議等の出席負担金であります。 

歳出については、以上であります。 

なお,歳入については、該当がありませんでした。 

以上で監査事務局所管分について説明を終わりますが、御審議方よろしくお

願いいたします。 

野畑直委員長  

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、監査事務局所管の事項について審査を一時中止いた

します。 

（選挙管理委員会事務局入室） 

 

野畑直委員長  

次に、認定第１号中、選挙管理事務局所管の事項について審査に入ります。 

局長の説明を求めます。 

川畑事務局長 

選挙管理委員会事務局所管分について、歳出から御説明いたします。 

決算に関する説明書の３２ページ、事項別明細書は２７ページをお開きくだ

さい。２款４項１目選挙管理委員会費は、当初予算額１,０２５万４千円、補

正予算額１４万７千円の減額補正及び１千円の予算流用を行い、予算現額１,

０１０万８千円に対し、支出済額は９９５万４,６１６円、不用額が１５万３

千３８４円であり、予算の執行率は９８.５％となっております。それでは、

節ごとに主なものについて御説明させていただきます。１節報酬の１８０万７,
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２００円は、選挙管理委員４名分の報酬であります。２節給料から４節共済費

は、職員１名分の人件費であります。１９節負担金補助及び交付金の６万３,

４００円は、九州都市選挙管理委員会連合会等への負担金であります。次に、

２目選挙啓発費であります。事項別明細書は２８ページになります。予算現額

２１万６千円に対し、支出済額は１２万９,６１３円、不用額が８万６,３８７

円であり、予算の執行率は６０.０％となっております。以下、節ごとに主な

ものについて御説明させていただきます。８節報償費の４万５千円は、明るい

選挙推進協議会委員への各種会合等への出会謝金であります。１９節負担金補

助及び交付金の８万３千円は、県明るい選挙推進協議会出水支会常時啓発負担

金分であります。次に、４目参議院議員選挙費は、昨年７月１０日に執行され、

選挙の結果について申し上げますと、選挙当日有権者数は１万８,８７４人で、

投票者数は１万１,３１９人、投票率は５９.９７％でありました。なお、当該

選挙から選挙年齢が１８歳以上に引き下げられた最初の選挙となったところで

あります。 

では決算の内容について御説明いたします。当初予算額１,１９８万１千円、

補正予算額１３７万７千円の減額補正を行い、予算現額１,０６０万４千円に

対し、支出済額は１,０１８万６,１４５円、不用額が４１万７,８５５円であ

り、予算の執行率は９６.１％となっております。以下、節ごとに主なものに

ついて、御説明させていただきます。１節報酬の５０６万９,５００円は、２

１投票区及び期日前投票所の投票管理者、立会人、投・開票事務従事者等の報

酬であります。３節職員手当等の２０万７,０３５円は、選管職員及び期日前

投票事務従事者等の時間外勤務手当であります。７節賃金の１１７万４,５５

６円は、臨時職員５人分の賃金であります。１２節役務費の８８万８,７０５

円は、投票所入場券等の郵便料が主なものであります。１４節使用料及び賃借

料の１５９万７,９７４円は、ポスター掲示板借上料及び投票用紙読取分類機

借上リース料等が主なものであります。１８節備品購入費の１５万１２０円は、

選挙広報用スピーカー及び投票所受付プリンターの購入費であります。次に、

５目県知事選挙費は、先ほど説明しました参議院選挙と同時執行され、投票者

数及び投票率は、ほぼ同様の数値でありました。では、決算の内容について御

説明いたします。決算に関する説明書は３３ページになります。当初予算額９

９５万２千円、補正予算額６４１万３千円の減額補正を行い、予算現額３５３

万９千円に対し、支出済額は３２７万６,９０９円、不用額が２６万２,０９１

円であり、予算の執行率は９２.６％となっております。なお、節ごとの支出

済額については、先ほど説明しましたとおり、参議院選挙との同時執行という

ことから共通する分が多く、按分により支出した関係上同様の支出内容になっ

ており、説明を省略させていただきます。次に、１０目海区漁業調整委員会委

員選挙費は昨年８月３日に執行され、選挙の結果について申し上げますと、選

挙当日有権者数は１９９人で、投票者数は１３４人、投票率は６７.３４％で

ありました。では決算の内容について御説明いたします。当初予算額１２２万

８千円、補正予算額４３万２千円の減額補正を行い、予算現額７９万６千円に

対し、支出済額は７８万２,８９０円、不用額が１万３,１１０円であり、予算

の執行率は９８.４％となっております。 

以上で、歳出の説明を終わりまして、次に歳入について御説明させていただ

きます。決算に関する説明書は１７ページ、事項別明細書は１２ページになり
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ます。１４款県支出金３項 委託金１目総務費委託金４節選挙費委託金１,４３

５万７,５００円の内訳は、県知事選挙費の執行経費３２７万６,９０９円、参

議院議員選挙費の執行経費１,０２９万６,８４５円、海区漁業調整委員会委員

選挙費の執行経費７８万２,８９０円、在外選挙人名簿登録事務委託費８５６

円となっております。 

以上で、選挙管理委員会事務局が所管しております事項について説明を終わ

りますが、御審議方よろしくお願いいたします。 

野畑直委員長  

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、選挙管理事務局所管の事項について審査を一時中止

いたします。 

 

（選挙管理事務局退出、会計課入室） 

野畑直委員長  

次に、認定第１号中、会計課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

久保田会計課長 

それでは、会計課所管の事項について御説明いたします。 

まず初めに、歳出から御説明いたします。決算に関する説明書の２７ページ

をお開きください。歳入歳出決算事項別明細書は２１ページになります。第２

款総務費１項総務管理費６目会計管理費でございますけれども、予算額４８万

２千円に対し、支出済額は４１万４,６１６円、不用額６万７,３８４円であり、

執行率は８６.０２％であります。支出の主な内容についてでありますが、ま

ず、９節旅費の支出済額６万１,４８０円は、県都市会計事務担当者会や会計

事務研修会などの出席に伴う旅費でごじいます。次に、１１節需用費の支出済

額１１万１,４１９円は、図書追録代や事務用品購入などが主なものでありま

す。１２節役務費の支出済額１８万９,１５７円は、口座振込みでの支払いに

係るデータの伝送システム利用手数料１２万９,６００円及びその電話料が主

なものであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額５万２,５６０円

は、県都市会計管理者会の負担金や会計事務研修会等の出席負担金であります。

次に、決算に関する説明書の６６ページをお開きください。事項別明細書は７

０ページになります。第１２款１項公債費２目利子２３節償還金利子及び割引

料の予算額９,７５５万４千円のうち、会計課所管分の予算額は９４万円であ

りますが、支出はございませんでした。これは歳計現金に不足を生じた場合の

一時借入れに伴う利子の支払い分となりますが、平成２８年度は資金不足が生

じなかったため、一時借入れを行わなかったことによるものでございます。 

次に、歳入について御説明いたします。決算に関する説明書の２０ページを

お開きください。事項別明細書は１６ページになります。第１９款諸収入２項

１目市預金利子１節預金利子の収入済額５７万７,６１９円は、歳計現金の預

金利子であります。歳入は、この１件だけであります。 

以上で、説明を終わりますが、御審議くださるようよろしくお願いいたしま

す。 
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野畑直委員長  

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、会計課所管の事項について審査を一時中止いたしま

す。 

 

（会計課退出、農政課入室） 

野畑直委員長  

次に、認定第１号中、農政課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

谷口農政課長 

農政課所管分について、御説明いたします。 

近年、地域農業を取り巻く環境は、農家の高齢化や担い手不足、耕作放棄

地・有害鳥獣被害の増加など厳しい状況でありますが、そのような中、地域農

業を将来にわたって持続可能な力強いものにしていくため、人と農地の問題を

地域の徹底的な話し合い活動により作成します人・農地プランの見直しや、地

域の担い手へ農地の集積・集約を図る農地中間管理事業を基本として、各種事

業を推進しているところであります。 

それでは初めに、新規事業等に係る事業の執行による効果等について御説明

いたします。歳入歳出決算事項別明細書の４１ページ、それから決算に関する

説明書は４３ページをお願いいたします。まず、農政管理係においては、１点

目に、６款１項３目農業振興費１９節負担金補助及び交付金のうち、決算に関

する説明書、下から４行目、園芸産地再生産支援事業の２６０万１千円につい

ては、１月の大雪により被害を受けた農家に対し、売上減により営農継続が困

難となり離農に繋がるとして、県からの補助金を交付されました。受益につき

ましては三笠事業所びわ部会９農家、それから、脇本バレイショ生産組合５つ

の農家ということになっております。２点目に、説明書は４４ページ２行目に

あります壮年世代新規就農者支援事業の１００万円については、申請がありま

した２名の方へ新規就農者支援のための交付金が交付されました。３点目に、

事項別明細書は４２ページになります。４目畜産業費１９節負担金補助及び交

付金のうち、食のまち阿久根魅力アップ事業６００万円については、地方創生

加速化交付金を活用し、本市における地方創生元年を印象づける一大イベント

として「華のＢＢＱ ＡＫＵＮＥ」が番所丘公園で開催されました。来場者は

２千名を超え、食のまち阿久根の情報発信や交流人口の増加が図られました。

ことしも来たる１０月８日に開催されることになっております。市議会の皆様

方にもチケットの御購入など、大変御協力をいただいております。深く感謝を

申し上げます。当日は御家族や御友人の方々と存分にお楽しみいただきたいと

思います。なお、現在、チケットは１,６４５枚が売れているところでござい

ます。余すところ３５５枚、うち１５０枚については当日の来場者用に残して

おこうということにしておりまして、実質２０５枚が残っているところでござ

います。 

４点目は、説明書は４６ページ、事項別明細書は４５ページになりますが、

１１目西目地区集会施設管理費１５節の工事請負費７７０万７千円は、農村広
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場内のトイレ建てかえ工事を実施したもので、老朽化した旧式トイレを電源立

地地域対策交付金事業を活用し、多目的水洗トイレに建てかえたものでござい

ます。 

５点目は、１３目折多地区集会施設管理費１５節の工事請負費２５９万２千

円は、農産加工室に空調機設置工事を電源立地地域対策交付金事業を活用し、

実施したものでございます。 

次に、農村振興係においては、説明書の４４ページ、事項別明細書は４２ペ

ージになりますが、５目農地費、１点目は１５節工事請負費、下から２行目に

あります、折口地区水中ポンプ設置工事５４０万円は、県単農業・農村活性化

推進施設等整備事業により、ＪＡ折口給油所の裏になりますが、ポンプ施設及

び給水スタンドを設置し、地区内の農家を始め渇水対策として活用が可能とな

ったものでございます。 

２点目に、説明書の４５ページになります。農業競争力強化基盤整備事業

（中山間型）南部地区９４４万円は、平成２８年度に事業採択された県営事業

の平成２８年度事業実施分に伴う負担金で、阿久根南部地区がスタートしたと

ころでございます。次に、９目農林業振興センターおいては、農業に関心があ

り今後、農業を志す方や楽しみながら野菜づくりを目指したい方を対象に営農

講座を開設し、１２名の方が熱心に受講をされました。 

それでは、これより決算内容の説明に入ります。 

まず、歳出から御説明いたします。決算に関する説明書の４３ページ、事項

別明細書４１ページをお開きください。６款農林水産業費１項２目農業総務費

２節給料から４節共済費までは、職員１４名の人件費であります。８節報償費

１４９万６,７００円は、小組合長謝金でございます。２８年度は９７小組合

に対し支給したものでございます。次に、３目農業振興費でありますが、報酬

費６７１万９,８００円は、農業専門指導員３人分の報酬が主なものでござい

ます。１９節負担金補助及び交付金は、主に阿久根市の農業振興策のためのソ

フト事業に要する経費で、国や県の補助事業のほか、市の単独事業等の取り組

みに対し補助金等を交付しているものでございます。主な事業として、８行目、

鳥獣被害防止対策協議会の７２１万４,４６７円、それから下から５行目、農

地中間管理事業による機構集積協力金交付金の７６９万１００円、１番下の中

山間地域等直接支払推進事業の７７２万９２３円、次ページの１番上の青年就

農給付金の１,３５０万円など、２３事業であります。次に４目畜産業費です

が、説明書は４４ページ、事項別明細書は４２ページにかけてとなります。１

９節負担金補助及び交付金のうち「食のまち阿久根」魅力アップ事業の６００

万円につきましては、地方創生加速化交付金を活用し、昨年１０月９日開催さ

れた第１回「華のＢＢＱ ＡＫＵＮＥ」で２千名を超えるお客様においでいた

だき、阿久根の豊富な食材など市内外に情報発信され、交流人口の増加、市内

産業の活性化にもつながりました。議員の皆様方にもチケットの購入や当日も

御協力いただきありがとうございました。２１節貸付金９,２００万円につき

ましては、肥育用の和牛、乳牛及び豚の素畜を導入された畜産農家の経営安定

のために、市が資金を融資した金融機関に対し、元金を貸し付けたものであり

ます。次に、５目農地費であります。説明書は４４ページ、明細書は４２ペー

ジになります。１３節委託料の２２２万５,９０８円は、折多排水機場維持管

理業務など農業用施設の維持管理を実施したものでございます。１５節工事請
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負費の１,０３７万８,８００円は、浜田橋欄干取換工事の２３４万３,６００

円、中津原ため池改修工事の２４６万２,４００円、折口地区水中ポンプ設置

工事の５４０万円、脇本地区渇水対策施設整備工事の１７万２,８００円でご

ざいます。説明書は４５ページになります。１９節負担金及び交付金のうち、

負担金については、阿久根市の農業振興策のためのハード事業に要する経費で

あります。ほとんどは県に事業実施していただき、市は負担金を支払っている

ものであります。支出済額が１００万円以上の事業につきまして説明させてい

ただきます。県営防災ダム事業の１２０万円につきましては、高松ダムの機器

の更新とダム湖のしゅんせつを実施したもので、平成２８年度で事業完了とな

りました。次に、県営農地整備事業、阿久根第２地区の１７４万３千円につき

ましては、市道園田内田線、牧内桑原城線、赤瀬川本線の３路線の路面舗装改

修工事を実施したもので、平成２８年度で事業完了となりました。次に、農村

地域防災減災事業（土砂崩壊防止）４７５万円は、桐野上地区の排水路が整備

されていないことから、降雨のたびに農地浸食などの被害を防止するために、

県営事業の排水路整備に対しての負担金でございます。次に、農業競争力強化

基盤整備事業（中山間型）南部地区、９４４万円は、平成２８年度に事業採択

を受け、県営での事業がスタートした平成２８年度分の負担金でございます。

次に、市単独土地改良事業の５９１万９,４８０円は、地元発注の農道、用排

水路、生活道路等の改修に対し市が補助するもので、４地区の農道舗装工事に

対する補助金でございます。次に、多面的機能支払交付金１,６６９万１,０５

２円は、農地や用排水路・農道などの農村環境資源を将来にわたって地域が適

切に守っていくために、地域共同による農地・農業用水等の基本的な保全管理

活動を実施する地域に対して交付されるもので、平成２８年度は折多校区の自

然を守る会ほか２３活動組織が交付金を受けられたところでございます。次に、

明細書は４３ページになります。７目ダム管理費は、高松ダムの洪水調節や高

松川流域に設置していますダム関連施設等の維持管理及び保守点検等の管理業

務費であります。このうち、１１節需用費の支出済額１４３万３６８円につき

ましては、高松ダム管理事務所のほか、各警報局、水位局、雨量局等の電気料

が主なものでございます。１３節委託料の支出済額１４２万５,８１６円につ

きましては、高松ダムの無線設備保守点検業務委託１３５万円が主なものでご

ざいます。９目農林業振興センター費でありますが、農業専門指導員の人件費

が主なもので、新規事業として営農講座を開設しました。受講期間は平成２８

年７月から平成２９年６月までの１年間で、１２名の方が熱心に受講されまし

た。次に、明細書は４４ページ、説明書は４６ページになります。１０目農村

環境改善センター管理費のうち、１７節公有財産購入費の支出済額６３７万２

千円は、平成３年の開所以来２５年間使用していた多目的ホール空調機４機の

うち２機と、和室研修室１、それから２の空調機が老朽化に伴い故障したため、

電源立地地域対策交付金を活用して取りかえたものでございます。１８節備品

購入費の支出済額１５万７,６８０円は、同じく会議室の空調機が故障したた

め取りかえたものでございます。次に、１１目西目地区集会施設管理費１３節

委託料２７９万９,０４１円のうち主なものは、施設管理業務２６７万７,００

１円でございます。１５節工事請負費７７０万７千円は、農村広場トイレ建替

工事を実施したものでございます。事項別明細書は４５ページになります。１

３目折多地区集会施設管理費１３節委託料１９２万４,４８４円のうち主なも
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のは、施設管理業務１６９万７,１４４円でございます。１５節工事請負費２

５９万２千円は、農産加工室空調機設置工事を実施したものでございます。次

に、説明書は６５ページ、明細書は６８ページをお開きください。１１款災害

復旧費４項１目単独農業施設災害復旧費１５節工事請負費３６７万９,５６０

円は、農地災害８カ所、施設災害８カ所で計１６カ所を実施し、２目補助農業

施設災害復旧費１５節工事請負費１,４１６万５,２８０円は、農地災害６カ所、

施設災害４カ所で計１０カ所を実施をいたしました。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。決算に関する説

明書の９ページをお開きください。事項別明細書では４ページになります。１

１款分担金及び負担金１項１目農林水産業費分担金１節農業費分担金の収入済

額３５８万１,２００円は、土地改良施設維持管理適正化事業と、農業・農村

活性化推進施設等整備事業及び農地災害復旧事業費の事業実施に伴う受益者負

担金であります。次に、説明書の１０ページ、明細書では５ページになります。

１２款使用料及び手数料１項４目農林水産業使用料１節農業使用料の収入済額

１０６万９,２７０円は、農村環境改善センター、西目地区集会施設、折多地

区集会施設、農村公園の会議室及び冷暖房等の使用料などでございます。次に、

説明書の１３ページ、明細書では８ページになります。１３款２項１目総務費

国庫補助金１節総務管理費補助金の収入済額７,５４１万２,８４０円の地方創

生加速化交付金３,８３２万３,８４０円のうち、農政課所管に係るものは６０

０万円で、昨年１０月９日開催された第１回「華のＢＢＱ ＡＫＵＮＥ」であ

ります。次に、説明書の１６ページ、明細書では１１ページになります。１４

款２項５目農林水産業費県補助金１節農業費補助金の収入済額６,５９７万４,

３８２円のうち、農政課所管に係る主なものは、説明書の１６ページにありま

す中山間地域等直接支払制度事業費の５７９万６８５円、農業・農村活性化推

進施設等整備事業の６０１万円５千円、青年就農給付金事業費の１,３５０万

円、鳥獣被害対策実践事業費の７１８万円６００円、多面的機能支払交付金の

１,２５１万８,２８９円、農地中間管理機構事業費の９０９万７,１００円、

園芸産地再生産支援事業費の２６０万１千円などで、合計１７件の事業費補助

でございます。次に、説明書の１７ページ、明細書では１２ページになります。

１０目災害復旧費県補助金ですが、補助災害農地災害６カ所、施設災害４カ所

に対する補助金１,１９８万７,３２８円が主なものでございます。次に、説明

書の１８ページ、明細書は１３ページになります。３項５目農林水産業費委託

金１節農業費委託金の収入済額５４万１,０４０円のうち、農政課所管に係る

ものは、海岸保全区域に指定された折口海岸及び飛松海岸の管理に対する県か

らの委託金１６万６千円と、県営農地防災減災事業（土砂崩壊防止）桐野上地

区の実施に伴う公共用地取得に対する業務費１４万９,０４０円と、市町村権

限移譲交付金１０万９千円を県から受けたものであります。次に、説明書の１

９ページ、明細書は１４ページになります。１５款財産収入１項２目利子及び

配当金１節利子及び配当金の収入済額のうち農政課所管は基金利子で、肉用牛

特別導入事業基金の積立利息４７４円です。２項３目生産物売払収入、説明書

の２０ページになります１節生産物売払収入の収入済額１,５１０万２,５２１

円のうち、農政課所管に係るものは説明書の２０ページになります、農林業振

興センターの２３５万９,５２０円で、農林業振興センターの花き類の苗、切

り花、園芸作物等の生産売払販売収入であります。次に、説明書の２０、２１



 

- 10 - 

ページにかけてでございます。明細書では１６ページになります。１９款諸収

入３項２目農林水産業費貸付金元利収入１節農業費貸付金元利収入の収入済額

９,２０１万８,４００円は、素畜導入資金としてＪＡ鹿児島いずみへ貸し付け

た元金の受入額９,２００万円と、元金に対する０.０２％の貸付金利子１８,

４００円の受入額であります。次に、説明書の２２ページから２３ページにあ

ります。５項４目２０節雑入のうち、農政課所管分の主なものは２３ページの

上から４行目の折多地区集会施設自動販売機電気料３万３,８６０円と、８行

目の売電収入１２万７,７０２円、さらに１５行目過年度分県補助金の７２７

万８千円は産地づくり対策交付金でございます。次に、説明書の２３ページ、

明細書は１７ページになります。２０款市債１項５目農林水産業債１節農業債

の収入済額１,５１０万円は、農業・農村活性化推進施設等整備事業債が２３

０万円で充当率１００％、県営防災ダム事業債が１００万円で充当率９０％、

県営農地整備事業債が７６０万円で充当率１００％、農村地域防災減災事業債

４２０万円で充当率９０％となっているところでございます。その他、各種事

業の成果等につきましては、別冊主要事業の成果説明書８８ページから１２３

ページを御参照ください。 

以上で、農政課所管についての説明を終わりますが、答弁につきましては、

私と担当係長でお答えいたしますのでよろしくお願いします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

渡辺久治委員 

６款１項５目、決算に関する説明書は４５ページ、６款１項５目県営防災ダ

ム事業１２０万、成果説明書は１０９ページ。これは総事業費が２,４００万

で終わってるということなんですけれども、この工事内容というのはどんなも

のですか。 

谷口農政課長 

先ほど説明をさせていただきましたけれども、機器の老朽化が進んでおりま

して、機器の取りかえとそれからダム湖のしゅんせつ。結構洪水のたびに土砂

等がダム湖のほうに入ってまいりますので、その除去等をさせていただいたと

ころでございます。 

渡辺久治委員 

この成果の説明書でですね、下のほうの現状と課題で、ダム本体は４４年で

コンクリートの耐用年数が５０年ということで指摘されていて、今後の対応が

できるか不安であるということで、今回のこのあれにはコンクリートのこれに

は対応してないわけですよね。 

谷口農政課長  

はい、今回の事業の中には入ってございません。 

渡辺久治委員 

そしたら、今後のコンクリートの耐用年数の関係で、今後の予定というか、

計画はどのようになっていますか。 

谷口農政課長  

平成２７年にこのダム本体の点検活動をやっておりまして、そのときには特

に異常はないということで、今のところ改修の計画はございません。ただ、や



 

- 11 - 

はり年数が古うございますので、今後はこれを忘れないようにずっと考えとか

ないかんなという部分も含めて、ここに記載をさせていただいたところでござ

います。 

山田勝委員 

新規農業をする人とかですね、あるいは都会からこちらに阿久根に来て、阿

久根で農業をする人、現在何人ぐらいいらっしゃるんですか、何家族ぐらい。

新規就農者というのは。 

谷口農政課長  

２８年度も壮年が２人、青年就農給付金が２人、４名の方が新しく加わりま

した。 

山田勝委員 

それは阿久根にゆかりの方ですか、それとも全然関係ない方ですか。 

谷口農政課長  

青年就農給付金は元々阿久根の方です、脇本の方でした、２人とも。それか

ら、壮年世代は１人は阿久根の方で、もうひと方は県外の方がこちらにお見え

になって、みかん園、紅甘夏をつくっていらっしゃいます。 

山田勝委員 

私は先日ですね、たまたま脇本小学校で山田楽で着物を着せとったらですね、

その方がどこの方ですかと言ったら、いやあの農業をしていますよ。誰ですか

と聞いたら、どっか埼玉県からですかね、埼玉県から夫婦で来られて農業をし

ていらっしゃるということで、びっくりしたんですが、本当に農業が衰退して

いる中でですね、自分たち思うんですよ、私の集落でもあと１０年したら何人

残っどかいという状況の中でですね、やはりそういう方が来てくれるというこ

とは非常にありがたい話で、そういう方には積極的に協力をしてやらないかん。

そして、例えば、甘夏をやりたいという人についてはですね、もう甘夏をでき

なくなるよという農家を紹介してですね、そこの代わりをうまくやったらもっ

と安心して阿久根で生活できるようになるなあという気もするんですね。です

から、もっとですね、そういうのをアピールして、阿久根でほんといい生活が

できるよということを、私はね、もっともっと具体的によく進めていかないか

んなあと思っているんですが、その付近はどう、現実に帰ってきて、阿久根に

来てですね、農業で生活していらっしゃる方がいらっしゃるんですか。完全に

うまくいってる方が。 

谷口農政課長  

新しく農業をされる方たちに対するアピールというのは、議員さんがおっし

ゃるとおり私も全くそのとおりでございます。今、お話があったのは確かに子

供さんが３人だったと思います。そういう方が家族ぐるみで阿久根に来られて、

今、紅甘夏をつくっていらっしゃいます。そういった部分ではですね、農業専

門指導員のほうが、各農家さんを回りまして、その来られた方も今悩みごとは

ないかということの相談にのったり、それからまた、新たに規模を拡大したい

というようであれば、周りの農業委員の皆さん方も農地を探してやったりとい

うことで、手助けをしていただいております。 

山田勝委員 

あのね、なかなか土地がないんですよとかですね、いい土地がないんですよ。

あるいは私も、今まで甘夏をつくっとった方々の樹園地をそのまま譲り受ける
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ことはできませんかと、それもなかなかないんですよと、こう言うんですよね。

ところが、今考えればですね、そういう方がいないことはないような気もする

もんですからね。だからその付近は専門指導員が積極的に協力をいただいてお

りますと言いましたよ。私はたまたまその方と、もう一つは黒之浜の方でした

けれどね、その話を聞いてですね、たくましく思ったんですけれどもね。そう

いう方々にはやはり積極的に協力をしてですね、阿久根に根付いていただくよ

うに、ぜひして欲しいものだと思ってます。ですから、もっともっとですね、

インターネットでも通じて、阿久根のホームページでも通じてですね、そうい

うものをオープンにして阿久根のよさを教えてやらないかんという気がします

ので、ひとつそういう意味で、かゆいところに手が届くようなお手伝いをして、

進めていただきたいと思います。 

野畑直委員長  

ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、農政課所管の事項について審査を一時中止いたしま

す。 

（農政課退室） 

休憩に入ります。 

 

（休憩 １１：０４～１１：１５） 

 

（農業委員会入室） 

野畑直委員長  

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号中、農業委員会所管の事項について審査に入ります。 

事務局長の説明を求めます。 

谷口事務局長 

それでは、農業委員会所管分について、御説明いたします。 

農業委員会所管の平成２８年度業務につきましては、特に新規事業等はござ

いませんでした。 

それでは、まず歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は、４２ペ

ージ、事項別明細書では４０ページになります。６款農林水産業費１項１目農

業委員会費ですが、事務局職員４名の人件費と農業委員１２名の報酬及び、鹿

児島県農業会議への負担金が主なものでございます。１節報酬の支出済額６６

３万１,２００円は、農業委員１２名分の報酬であります。１９節負担金補助

及び交付金の１８万９,６００円は、県農業会議拠出金１５万３千円が主なも

のでございます。次に、説明書は４５ページ、明細書は４３ページになります。

８目農業者年金事務費の４３万８,７００円は、農業者の老後の安定を図るた

め、加入促進活動や農業者年金裁定請求事務等を行なっているものであります。

８節報償費の９万円は、農業者年金加入促進のため、加入推進委員が個別訪問

等を実施した際の活動謝金でございます。次に、説明書の４６ページ、明細書

は４５ページになります。１２目農地利用対策事業費の９２万６,８７６円は

農地利用集積及び機構集積支援事業に係る経費で、８節報償費の１３万２千円

は農業委員が農地流動化や遊休農地解消のため活動した行動費に対する謝金で
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あります。 

次に、歳入について説明いたします。説明書の１２ページ、明細書は６ペー

ジをお開きください。１２款使用料及び手数料２項４目農林水産業手数料１節

農業手数料の収入済額９万７,７００円は、各種証明手数料や嘱託登記手数料

でございます。次に、説明書では１６ページ、明細書は１１ページをお開きく

ださい。１４款県支出金２項５目農林水産業費県補助金１節農業費補助金です

が、農業委員会所管分は農業委員会費の１９２万６千円と、機構集積支援事業

費７６万円、国有農地等管理処分事業交付金２万５千円であります。このうち

機構集積支援事業費７６万円につきましては、歳出の６款１項１２目の農地利

用対策事業費に財源充当しているものでございます。次に、説明書では１８ペ

ージ、明細書は１３ページをお開きください。１４款県支出金３項委託金５目

農林水産業費県委託金１節農業費委託ですが、農業委員会所管分は、市町村権

限移譲準備金の１１万７千円であります。これは、平成２９年４月１日から、

県より農地転用の許可等の権限移譲を受けるための準備金として、棚などの備

品購入や移譲事務に必要な図書費等であります。次に、説明書の２１ページ、

明細書では、１６ページをお開きください。１９款諸収入４項４目農林水産業

費受託事業収入１節農業費受託事業収入の収入済額４３万８,７００円は、農

業者年金の年金受給者数、被保険者数、新規加入者数などを基礎として算出し

ました金額を、独立行政法人農業者年金基金から事務費として交付されており

ます農業者年金業務受託手数料であります。５項４目雑入２０節雑入のうち農

業委員会所管分は、説明書の２２ページの上から１３行目、全国農業新聞普及

推進助成金の４万５千円であります。その他、各種事業の成果等につきまして

は、別冊、主要事業の成果説明書の１２４及び１２５ページを御参照ください。 

以上、農業委員会が所管します事務事業について説明を終わりますが、答弁

については、私と次長でお答えいたしますのでよろしくお願いします。 

野畑直委員長  

事務局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、選挙管理事務局所管の事項について審査を一時中止

いたします。 

 

（農業委員会事務局退出、教育総務課・学校教育課・学校給食センター入室） 

野畑直委員長  

次に、認定第１号中、教育総務課、学校教育課、学校給食センター所管の事

項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

小中教育総務課課長 

それでは、教育総務課及び学校教育課並びに学校給食センターが所管する分

について御説明いたします。 

まず初めに、新規事業や改良を加えた点、事業執行による行政効果等につい

て説明いたします。平成２８年度は、阿久根市民交流センター建設工事及び阿

久根市民交流センター舞台設備工事について、平成２９年２月１３日付で本契

約を締結し、同年２月２０日に平成３０年８月１３日までを工期として工事着
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手いたしました。また、学校施設の１００万円以上の工事としまして、小学校

では山下小学校渡り廊下改修工事を行い、中学校では鶴川内中学校トイレ・渡

り廊下改修工事ほか２件を実施し、教育環境の改善を図りました。学校教育課

では、新規事業として平成２８年８月２３日に阿久根市中学生会議を開催しま

した。中学生会議では、市内の４中学校から生徒会など代表の生徒２０人を集

め、いじめ問題防止に向けて各生徒会で取り組んでいる活動について紹介して

もらったり、生徒同士の話合いにより、いじめ防止に向けたスローガンや宣言

文を決定しました。また、決定したスローガンや宣言文はポスターにして各学

校や市民会館、総合体育館などの公共施設に掲示しました。この取組は,中学

生の取組を知ってもらうために、いじめ問題対策委員会やいじめ問題対策連絡

協議会などでも紹介しています。 

次に決算内容について、歳出から主なものについて説明いたします。事項別

明細書２５ページ、決算に関する説明書３１ページをお願いします。２款１項

１８目市民交流施設建設費は、予算現額８億７,８１０万９千円に対し、支出

済額３,７６９万１,３５９円で、４.３％の執行率であります。執行率が低い

理由は、１５節工事請負費として計上しております阿久根市民交流センター建

設工事に係る８億４千万円を全額繰り越したことによるものであります。その

ほか、主なものとしまして、１３節委託料３,６８６万２００円は、阿久根市

民交流センター設計業務の実施設計に係る委託料の当該年度の支払額でありま

す。事項別明細書５８ページ、決算に関する説明書５６ページをお願いします。

１０款教育費１項１目教育委員会費は、予算現額２３７万２千円に対し、支出

済額２２４万６,２２８円で、９４.７％の執行率であり、１節報酬２１２万６,

４００円の教育委員報酬が主なものであります。事項別明細書は５９ページを

お願いします。２目事務局費は、予算現額１億７３２万６千円に対し、支出済

額１億５８８万４,２２４円で,９８.７％の執行率であります。２節給料から

４節共済費までの支出済額は、教育長と職員９名分の人件費であります。８節

報償費１６０万７,４５８円は、就学相談やスクールガードリーダー等の謝金

が主であります。決算に関する説明書は５７ページをお願いします。１９節負

担金補助及び交付金３,４１０万４,８１２円は、県教育委員会派遣職員４名分

の負担金のほか協議会などへの負担金が主なものであります。事項別明細書は

６０ページをお願いします。３目教職員住宅費は、予算現額２３９万２千円に

対し支出済額１６２万５,４５６円で、執行率が６８.０％であります。１１節

需用費８１万５,４６８円は、教職員住宅に係る修繕料であります。１６節原

材料費３０万９,９４１円は、教職員住宅の補修用資材等の購入に係るもので

あります。４目教育指導費は、予算現額２７６万６千円に対し、支出済額１５

９万２,５８０円で、５７.６％の執行率であります。１節報酬１３４万２,９

９２円は、ＡＬＴ１名の報酬であります。次に、１０款２項小学校費１目学校

管理費は、予算現額９,４８４万５千円に対し、支出済額８,７３５万１,４４

２円で、９２.１％の執行率であります。１節報酬１,６２１万８,７５０円は、

学校図書嘱託員６名と建築技能嘱託員１人８カ月分、学校医８名等の報酬であ

ります。７節賃金１,３５５万９,４００円は、学校用務員臨時職員９人分の賃

金であります。事項別明細書は６１ページをお願いします。１１節需用費２,

６８４万５,２３１円は、各小学校に配分しました学校消耗品や電気水道料の

光熱水費のほか、校舎等修繕料が主であります。１２節役務費２７７万５,４
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０１円は、各小学校に配分しました役務費のほか、学校災害賠償保障保険料及

び建物総合損害共済基金分担金が主なものであります。１３節委託料１,００

６万７,９１２円は、市内小学校の警備業務、浄化槽管理業務、樹木伐採業務

などの維持管理業務が主なものであります。決算に関する説明書は５８ページ

をお願いします。１５節工事請負費１８９万２千円は、山下小学校渡り廊下改

修工事と鶴川内小学校通用口道路改修工事の２件を実施しました。１８節備品

購入費７９０万４,４１６円は、各学校に購入した備品で、児童用机、椅子、

牛乳保冷庫、阿久根小学校ほか３校の事務室の空調機など、学校管理に必要な

備品購入が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金８７万２,５４

５円は、学校管理下における児童の災害に対して給付を行う日本スポーツ振興

センター共済掛金負担金が主なものであります。１０款２項２目教育振興費は、

予算現額６,６４２万４千円に対し、支出済額６,１６６万５,７７３円で、９

２.８％の執行率であります。７節賃金１,７４６万８千円は、特別支援教育支

援員１１名分と理科支援員２名分の賃金であります。１１節需用費１,２１４

万２,５３０円は、市内９小学校の配当予算のほか、コピー代やプリンタート

ナー代などの消耗品及び備品の修繕料が主なものであります。１３節委託料２

１２万６,８２０円は、脇本小学校に通学する旧隼人小校区の児童に対する通

学バス運行業務と知能検査及び標準学力検査業務料等であります。１４節使用

料及び賃借料１,３９６万５,５７０円は、小学校パソコンリース料や小・中・

高合同音楽会、小学校陸上記録会、集団宿泊学習時のマイクロバス借上料が主

なものであります。１８節備品購入費５１４万９,１６２円は、各小学校教材

として必要な教材備品や体育備品等のほか必読図書購入が主なものであります。

１９節負担金補助及び交付金１２９万２,４４９円は、市内各小学校で実施し

ている、未来をひらく阿久根っ子事業補助金が主なものであります。事項別明

細書６２ページ、決算に関する説明書５９ページをお願いします。２０節扶助

費６１２万４,８０１円は、特別支援教育児童１３名と準要保護児童１０６名

に対する学用品や給食費等の就学援助費の助成であります。次に、１０款３項

中学校費１目学校管理費の予算現額６,４５０万３千円に対して支出済額６,０

０７万３,６９３円は、９３.１％の執行率であります。１節報酬７９８万１,

９９６円は、学校図書嘱託員３名分と建築技能嘱託員１名の４カ月分ほか、学

校医５名の報酬であります。７節賃金６０２万６,４００円は、臨時職員の学

校用務員４名分の賃金であります。１１節需用費１,４３３万９,２６８円は、

中学校に配分しました学校消耗品や電気水道料の光熱水費のほか、校舎等修繕

料が主であります。１３節委託料５３７万２,１４２円は、各学校の警備業務、

浄化槽管理業務、廃棄物収集業務などが主なものであります。１５節工事請負

費１,１７４万５千円は、鶴川内中学校トイレ渡り廊下改修工事、阿久根中学

校家庭科室床及び配管改修工事を実施しております。決算に関する説明書は６

０ページをお願いします。１８節備品購入費７７５万１,６４６円は,各中学校

の生徒用机、椅子のほか、阿久根中学校及び鶴川内中学校の事務室の空調機な

ど、学校管理に必要な備品を購入しております。１９節負担金補助及び交付金

４６万２,１７０円は、学校管理下における生徒の災害に対して給付を行う日

本スポーツ振興センター共済掛金であります。次に、１０款３項２目教育振興

費は、予算現額５５７万８千円に対して支出済額４,９８５万６,４３１円は、

９０.５％の執行率であります。１節報酬の９６０万円は、学校教育支援教員



 

- 16 - 

４人分の報酬であります。７節賃金２７３万円は、特別支援教育支援員２名分

の賃金です。８節報償費１８３万３,６９８円は、中学校卒業祝い商品券等が

主なものであります。事項別明細書は６３ページをお願いします。１１節需用

費１,１０２万３,８０８円は、中学校配当予算のほか、プリンタートナーなど

の消耗品、教材備品などの修繕料のほか、教科書改訂に伴う指導書等の購入が

主であります。１３節委託料２１６万８,９３７円は、三笠中学校に通学する

旧隼人校区と鶴川内中学校に通学する田代校区の生徒に対する通学バス等運行

業務委託料と全中学校で実施する知能検査及び標準学力検査業務料等でありま

す。１４節使用料及び賃借料８４７万３,８１０円は、４中学校のパソコンリ

ース料、ウェブセキュリテイ使用料及び集団宿泊学習時施設使用料及びバス借

上料等が主なものであります。１８節備品購入費３６２万５,３２４円は、理

科備品及び数学備品やその他教材備品のほか、必読図書の購入費であります。

１９節負担金補助及び交付金１９４万９,２３４円は、地区中学体育連盟負担

金１５万４,５００円の負担金と、市内各中学校で実施している未来をひらく

阿久根っ子事業に対する補助金７９万２,１９４円ほか３件の補助金でありま

す。２０節扶助費５８８万２３０円は、特別支援教育生徒８名と準要保護生徒

７１名に対する学用品や給食費等の就学援助費の助成であります。次に、１０

款４項１目幼稚園費、予算現額７１万１千円に対して支出済額４２万円は、５

９.１％の執行率でありますが、これは１９節負担金補助及び交付金として、

未来をひらく阿久根っ子事業として市内の私立幼稚園に補助したものでありま

す。事項別明細書６７ページ、決算に関する説明書６４ページをお願いします。

１０款６項４目学校給食センター運営費、８,００４万円に対して支出済額７,

８２７万４,７００円は、９７.８％の執行率であります。２節給料から４節共

済費までの支出済額は、職員１名分の人件費であります。事項別明細書６８ペ

ージ、決算に関する説明書６５ページになります。１１節需用費２,１０３万

７,３４４円は、給食センター管理の食器及び消耗品、光熱水費、施設機器類

の修繕費などであります。１３節委託料４,１９８万６,２２４円は、学校給食

業務委託料のほか、衛生保守管理業務や廃水処理施設維持管理業務などの施設

の維持管理に係る業務委託料であります。１８節備品購入費５９０万７,６０

０円は、冷蔵庫及び冷凍庫各２台のほか配送用コンテナ、マイコンスライサー

の購入費であります。事項別明細書６９ページ、決算に関する説明書６６ペー

ジをお願いします。１１款災害復旧費８項１目単独教育施設災害復旧費は、予

備費から充用しており、１３節委託料１４１万９,１２０円は、阿久根小学校

法面崩落に伴う測量業務に係る委託料であります。事項別明細書は７０ページ

をお願いします。同じく２目補助教育施設災害復旧費、支出済額１,２０５万

３,８１０円は、阿久根小学校法面崩落に伴う事業費であります。１３節委託

料２３６万８,４００円は、樹木伐採業務及び法面崩土除去業務に係る委託料

であります。１５節工事請負費９５６万３千円は、阿久根小学校法面災害復旧

工事として法面を整備いたしました。 

次に歳入について説明します。事項別明細書４ページ、決算に関する説明書

９ページをお願いします。１１款分担金及び負担金２項３目教育費負担金１節

小学校費負担金及び２節中学校費負担金は、日本スポーツ振興センター共済掛

金保護者負担金であり、小学校費負担金が８２１名分で３７万７,６６０円、

中学校費負担金が４２２名分の１９万４,１２０円であり、１人４６０円の負
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担金であります。事項別明細書５ページ、決算に関する説明書１１ページをお

願いします。１２款使用料及び手数料１項７目教育使用料２節小学校使用料４

４万２,６６５円及び３節中学校使用料５２万１,２４０円の収入済額は、学校

開放における学校屋内運動場の照明施設使用料であります。事項別明細書８ペ

ージ、決算に関する説明書１３ページをお願いします。１３款国庫支出金１項

１０目災害復旧費国庫負担金のうち、教育施設災害復旧費負担金６９８万８千

円は、阿久根小学校法面災害復旧工事費等に係る補助金であります。事項別明

細書９ページ、決算に関する説明書１４ページをお願いします。１３款２項９

目教育費国庫補助金２節小学校費補助金の収入済額８７万４千円、同じく３節

中学校費補助金の収入済額５５万８千円は、いずれも特別支援教育就学奨励費

に係る児童生徒の扶助費に対する補助金と理科教育設備整備費等に係る備品購

入に対する補助金であります。事項別明細書１２ページ、決算に関する説明書

１７ページをお願いします。１４款県支出金２項９目教育費県補助金１節教育

総務費補助金４９万６千円は、スクールガードリーダー配置事業に伴う補助金

が主であります。事項別明細書１４ページ、決算に関する説明書１９ページを

お願いします。１５款財産収入１項１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入の

収入済額１,７９５万７,６９０円のうち、７３４万９,６４０円は教職員住宅

に係る校長、教頭等住宅２６軒分の家賃収入であり、同じく１５款１項２目１

節利子及び配当金の２,３０４万７,２９５円のうち、４万４,８４２円が教育

委員会所管の奨学金貸付基金利子であります。事項別明細書１７ページ、決算

に関する説明書２３ページをお願いします。２０款市債１項１目総務債１節総

務管理債、市民交流施設建設事業債３,６８０万円は、市民交流センター設計

業務費に充当した過疎債であります。決算に関する説明書は２４ページになり

ます。同じく９目教育債５節保健体育債、給食センター施設等更新事業債５９

０万円は、冷凍庫等の備品購入費に充当した過疎債であります。事項別明細書

１８ページ、決算に関する説明書２５ページをお願いします。同じく１０目災

害復旧債１５節教育施設災害復旧債、３４０万円は阿久根小学校法面災害復旧

工事費に充当した学校施設債であります。歳入については以上であります。な

お、主要事業の成果説明書の所管事業は、教育総務課所管が１９７ページから

２１４ページまで、学校教育課所管が２１５ぺージから２２２ぺージまで、学

校給食センター所管が２３４ぺージになります。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

仮屋園一徳委員 

事項別明細書のですね、６１ページ。小学校費以下なんですが、これは不用

額がちょっと多いので、お聞きしたいんですが、これは特にですね、工事請負

費、需用費とかですね、これについては私なんかが小学校からの要望というか、

それを全部満足しているというには理解してないんですけど、その辺との関係

ですね、言えばせっかく予算を組んであるのに不用額が出る、学校は要望はす

るけど全部の要望に追いつかないんだという話しも聞くんですけど、その辺の

状況をちょっと教えていただけないでしょうか。 

小中教育総務課課長 
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工事請負費とか委託料については当初予定していたとおりの執行で、入札の

執行残との残があるわけですけれども、需用費についての分については学校の

修繕料等が主になってくると考えております。学校からの要望に応じて、まず

大工で修繕ができるところについては、原材料費を購入して、修繕を行う、そ

れ以外については専門の業者が必要な水道とか電気とか、そういったところに

ついては業者の方に委託を、修繕等をお願いするということで、その都度、要

望に応じてやっているわけですけど、なかなか全ての要望に応えられない部分

も出てくるということで、執行残が出てくるということでありますけれども、

要望があった分については、順次、対応しているという状況であります。 

仮屋園一徳委員 

昨年も聞きましたのでですね、わかるんですけど、最初予定をしましたと、

予定をして予算を組んだんだけど、執行については落札とかそういうので不用

額が出て、ほかのところではその不用額ではできないというふうなことで、不

用額がふえてくると思うんですけど、できればですね、その辺を組んだ予算で

すので、満額近く使えるようなですね、学校からの要望があるんであれば、毎

年残っていくんであれば、そのような努力をしてほしいなと要望して終わりま

す。 

竹原恵美委員 

成果説明書の中でお尋ねしたいんです。一つはページ１９８ページ、現状と

課題の中で、今後は可能なものは学校間での備品の共有も検討しながら、効果

的な購入の計画を立てることが必要であるとなってるんですけれども、これは

実行される、文章は書いてあるんですが、これからの計画として今、現状どの

ようなお考えがある状態ですか。 

小中教育総務課課長 

これまでの備品購入等につきましては、各学校等の要望につきまして予算を

付けてそろえているわけですけれども、備品によっては例えば、常に使わない

備品もあるということで、例えば聴力の検査機器なんかも、その都度どこかに

１台あればそれを使っていくという方法もできますので、そういうことを考え

ながら備品の共有化もできればと考えておりますので、そういうのを踏まえて

計画をしていきたいというふうに考えております。 

竹原恵美委員 

そのやり方で既に、考えがあるのか、実態としてこの言葉が進んでいく状態

にあるのか知りたかったんですけれども。例えばこちらが一括管理をしていく

備品がだんだんとふえていくような仕組みを考えているのか、どうなのか、今

の予定という範囲で教えてください。 

小中教育総務課課長 

各学校に全ての同じような備品を全てそろえるというこれまでのやり方では

なくて、今後はそういった共有化ができるのであれば、来年度予算当初からそ

ういう共有できる備品等については、そういうやり方で計画をしていきたいと

いうふうに思っているところです。 

竹原恵美委員 

それでは、管理をされるのはこちらなのか、どこかなりが一括していく窓口

にならなきゃいけない、それが必要なところと連携をとっていかなきゃいけな

いことを作られると思うんですけれども、学校としては不便がないような支度
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で対応していただきたいと思います。 

もう一つ質問させてください。ページ２１４ページです。阿久根小学校の法

面の崩落のところを取材、事故後していたんですが、あそこはもう不思議に随

分前から、以前は１４番議員も言われたとおり、随分前から法面の危険性は指

摘されていて、御本人からの交渉もありました。そして今になって崩落が起き

て、対応をしてくださったところなんですが、今回の文章には災害が起きそう

な箇所の事前点検とその対策が課題であるとなってます。あそこの場合だと、

随分指摘がされていながら、対応はとられていなかったということも聞いてお

りましたけれども、以前とはこちらは対応の仕方が変わったということなんで

しょうか。危険性を指摘されて、ずっと交渉も長い間も、以前にも随分長い

昔々も、先代さんからあったようなんですけれども、こちらの対応が変化があ

って、これからは事前の点検で指摘がされれば、対策をとろうという形に今変

わったというふうに認識していいものなんでしょうか。今まででしたら事故後、

今みたいに事故後に対策をとるというふうにみられるんですが、そこはもう考

え方が変わったというふうに認識していいんですか。 

小中教育総務課課長 

確かに事後処理という形になってしまったことについては、大変申しわけな

く思っているんですけれども、事後保全という、何か問題が起こったらそれに

ついて改善をしていくということのやり方が今までの基本だったと思うんです

けれども、できるだけ我々としてはそれを予防保全という形で、そういった危

険箇所を事前に察知できるような体制というのは必要ではないかと考えており

ますので、そういった予防保全という考え方をできるだけ取り入れながらやっ

ていきたいというふうに考えております。 

竹原恵美委員 

近隣民地があって、その指摘がずっとあるんでしょうけれど、指摘をなさっ

ても相談もあっても、できませんという今までどおりの、計画はありません、

できません、予算が云々と言うと同じことの繰り返しなので、相手も同じよう

に考えていらっしゃるので、変わっていってください、お願いします。 

山田勝委員 

私の質問に入る前にね、ちょっと休憩させてください。 

野畑直委員長  

協議のために休憩いたします。 

 

（休憩 １１：５３～１１：５４） 

 

野畑直委員長  

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

山田勝委員 

事項別明細書の６０ページのですね、教職員住宅費というのでですね、これ

はたしか３０数年前ですね、教職員住宅をたしか組合員から金を借りてつくっ

たという気がするんですが、あの教職員住宅の耐用年数はあと何年残ってるん

ですか。 

小中教育総務課課長 

今の木造についての耐用年数というのは定められていないということですけ
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れども、建築年数等についてはそれぞれ調べさせていただきたいと思います。

今、手元に資料がありませんので。 

山田勝委員 

たしかですね、川畑市長の時代に、財源確保のためにね、教職員組合から、

共済組合からか金を借りてね、つくったところですよ。そして使用料として、

財産導入化して毎年阿久根市がね払っとったんですね、払っとったんです。だ

からそれがもう３０年過ぎているのにあと何年残ってるのかなと思ってるのは、

実は脇本小学校の教頭住宅が今、改築されているのか解体されているのかわか

らんけど、そういう時期に入ってるのでね、だからこういう話をしてるんです

が。なら、極端にします、脇本小学校の教頭住宅は解体なんですか、改築なん

ですか。 

小中教育総務課課長 

脇本小学校の教頭住宅については、通常、他の教頭住宅の面積に加えて、１

室教育総務課の恐らく昔の大工さんの方で建て増しをした建物があったわけで

すけれども、そこがちょっと地盤沈下で傾いてきだしたことから、その部分を

撤去したということであります。 

山田勝委員 

それではあの教頭住宅は撤去して、あのままちゃんとして使えるんですか、

教頭職員住宅に。 

小中教育総務課課長 

業務自体は撤去を済ましておりまして、あのままの住宅として使っていくと

いう予定であります。 

山田勝委員 

もう３０年も過ぎているから、耐用年数かなどうするのかなと思ってね、聞

いたわけでありますので、あとの職員住宅をですね。それからこの中に公有財

産購入に３５万７千円でですね、それなのに４万８千円使って、３０万８,９

４０円残ってますよね。この公有財産購入費というのは具体的にどういうこと

なんですか。 

小中教育総務課課長 

教職員住宅の公有財産購入費ということでの御質問だと思いますけれども、

公有財産購入費については住宅の例えば流し台、それから洗面台、換気扇等住

宅に付属する部分の整備費を予定しておりますけれども、今回２８年度が換気

扇を２台かえただけということで、執行残が、不用額が３０万出たということ

になってます。以上です。 

山田勝委員 

なら、この教職員住宅のそういう備品等は、備品購入費じゃなくて、公有財

産購入費であてると、こういうことなんですね。 

小中教育総務課課長 

住宅に付属する部分については公有財産購入費で購入するということになり

ます。 

山田勝委員 

了解いたします。それからですね、ずっとあとに学校給食センター運営費に

ついて説明されましたよね。その中でですね、ちょっと松﨑補佐も来ていらっ

しゃいますので、学校給食センターに私はいつもいつもですね、地元食材を利
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用してください、そして地元食材を利用したならその利用したものを例えば、

これはどこの誰の生産物ですよというふうにね、子供たちに教える必要がある

んじゃないかという話しをしてるんですが、どうなんですか。 

小中センター所長 

地元産につきましてはかなり納入業者さんの御協力等もありまして、地元産

率が上がっているというふうに認識しておりますけれども、確かに食育としま

して、旬なものを子供たちに与えるということと、阿久根産のどなたがつくっ

たという御紹介もあってもいいのかなというふうには考えていますので、その

中で生産者さんがそういうことで、名前を出してもいいよとか、そういうこと

であれば積極的に地元産、これは地元産だよということで、子供たちに教えて

いくということは重要なことであると思います。 

山田勝委員  

せめてね、生産者の名前がそういうことだったらね、これは脇本のですよ、

これはどこのですよというぐらいはね、私は教えてやっていいと思いますよ。

それから、阿久根の品物を具体的にどれぐらい納めているかということをね、

私は学校給食センターが農政課と話をして、せないかんと思いますよ。たまた

ま私はこの前ね、出水農林事務所が契約したそういう会がありましたよ。阿久

根からも相当、給食センターを除くところは出店してましたよ、出会しており

ましたよ。ところがそれを誰がするかと言ったときに、誰もしてないですよ。

せめて担当課でお会いして話をするとかというのをしないとね、なかなか先に

進まないと思うんですが、どうなんですか。今までしたことないと思いますよ。 

小中センター所長 

農政課と直接的に話をしたということは、これまではあるとは思いますけど、

私自身がありませんので、給食センターとしましては、納入業者さんを通じた

中でお願いをする部分が多いんですけれども、今おっしゃるように農政課の方

とも協議をしながら、どうやったら阿久根の生産物を給食センターに出せるの

かどうかということは考えていきたいというふうに考えております。 

山田勝委員  

あのね、課長、今まで何遍とあなたの時代や全部前から言いましたけどしな

い。難しいところですね。そういうふうに農政課も関係課も寄ってですね、ど

うしたら阿久根の品物を食べさせることができるか、それで納入していただき

くことができるか。努力しないところですね、この役所は。だから、やろうと

思ったらできないことはないですよ。それは学校給食センターが１年間にこう

いう品物をこれだけの原材料が必要です。しかし、これだけ原材料が必要だけ

ど、これとこれとこれは阿久根でできます。阿久根でできるものは阿久根でし

ましょうというそういう姿勢にね、ならないかんですよ。だから、学校給食セ

ンターと農政課が切磋琢磨しなければ、連絡をして取り組まないかんのじゃな

いかとこう言うんですよ。私たちも協力しますよ。だから、それはね、課長、

ぜひやって欲しいですね、以上です。 

小中センター所長 

これまでも、納入業者さんのほうにはかなり御協力等いただいておりますの

で、農政課の方ともどういった形でできるのかということは検討してまいりた

いと思います。 

山田勝委員  
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あなたが今ね、納入業者さんの御協力をいただいていると言われましたけど

ね、納入業者はね、学校給食にこれだけの品物をいります、納入する農家です

よ。皆さん方も協力してください、喜んで協力するんですよ。喜んで協力する。

それを簡単に業者サイドにやって、もう安いものをどういうものをということ

ですね、市場から仕入れてくる、どこののかわからない、北九州ののかわから

ないようなものを納入する。そういう状態にあるからね、私は言うんですよ。

だからどうしたら、きっと私が地元業者のを幾ら扱ってるかって言ったら、阿

久根の業者の納入しているのは地元業者ののに算定されると思いますよ。しか

しながら、地元業者でないものがたくさんありますもんね。だから阿久根は品

物がないから、例えば出水からくる産物もたくさんありますよ。それは一緒に

なって阿久根の業者を、あるいは農家を育てなかったという行政の責任もある

と思いますよ。あなたに一生懸命言ったってね、わからんから、ただ給食セン

ターとしてはこういうことをしてという方向は今、僕が示したとおりですよ、

お願いします。 

野畑直委員長  

よろしいですか。 

そのように取り組んでください。お願いします。 

ほかにありませんか。 

濵之上大成委員 

ちょっと関連で、確認の意味ですけども。先ほど１４番議員が教員住宅のこ

とをおっしゃったんですけどもね、教育委員会指導主事の住宅を除いて、ほと

んど木造で耐用年数が、老朽化されてると、こういうような状況らしいんです

が、ここで更新の検討をしているという状況なんですが、まさかそれを補修す

る、改造するという捉え方でいいんですか。それとも壊して、どこか空家を使

うとか、そういう意味での更新、検討という言葉で理解していいんですか。 

小中教育総務課課長 

教職員住宅もかなり老朽化している部分がふえてきておりますので、これは

財政的な部分とも兼ね合いが出てきますので、改修するのか、建て直すのかと

いうことも含めてですね、計画をつくっていきたいと考えております。 

山田勝委員  

お願いしますけどね、私は今、寺島宗則の関係とか、脇本小学校の関係とか

ということでね、学校にもよく行ってるんですけね、どうしてもぴんとこない

のがですね、郷土史をね、各学校の先生たちが取り組まない、知らない、郷土

史を。僕はいつも言うんですよ、それくらい調べたらわかるじゃないですかっ

て、知らない人が多い。それはもちろん脇本小学校もですよ。例えば、阿久根

小学校にしてもどこにしてもね、日本中で活躍された方々がたくさんいらっし

ゃるんですよ、中央でもですね。そういう方々やはりね、子供たちに教えてや

ることがね、子供に大きな夢を与えることなのに、ほとんどしない。これは残

念ですね、あなたはどう思いますか。 

久保学校教育課長 

郷土のことについては、教育委員会としましても、いろんな資料を郷土に関

する偉人とか、道徳教材とかそういうものを学校に配ってあるところです。そ

れからあと、卒業式とかいろんな式辞の中でも全員に知らせるために郷土の偉

人を取り上げて告示等を行っているところです。ただ、年度が変わってまた職
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員も変わってくるとまた知らない職員もあると思いますので、その都度、郷土

の先人、またはこういう資料があるということは学校の方にも指導していきた

いというふうに思います。 

山田勝委員  

いいですよ、もう私がこんなにどんなに言ってもですね、これで、きょうの

分はこれで終わりです。だからただ残念なんですよ。以上です。 

野畑直委員長  

踏まえて取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

ほかにありませんか 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、教育総務課、学校教育課、学校給食センター所管の

事項について審査を一時中止いたします。 

（教育総務課、学校教育課、学校給食センター退室） 

午前中の審査を中止し、休憩いたします。 

午後は１時１０分から再開いたします。 

 

（休憩 １２：０９～１３：１０） 

 

（企画調整課入室） 

野畑直委員長  

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号中、企画調整課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

早瀬企画調整課長 

平成２８年度阿久根市歳入歳出決算、一般会計中、企画調整課所管の事項に

ついて御説明いたします。 

初めに、平成２８年度主要事業の成果説明書により、企画調整課で取り組ん

だ事業について御説明いたします。主要事業の６ページをお開きください。再

生可能エネルギービジョン策定業務、新規事業であります。本市の２０１６年

における再生可能エネルギー自給率は１１％であり、それも太陽光のみであり

ます。これを２０３０年の目標値５０％まで引き上げるためには、本市に存す

る地域資源を最大限利活用することが求められています。平成２８年度には、

市内各地域及び中高生を対象にワークショップを開催し、さまざまな提案、意

見等をいただき、検討委員会を行いビジョンを策定したところであります。次

に、７ページに移ります。華の５０歳組歓迎レセプションにつきましては、対

象者数４３7名中２７７名の参加があり、参加率６３.４％、運動会の参加者は

３１７名で、参加率は７２.５％でありました。８ページをお開きください。

地域支え合い定住支援補助事業は、定住促進対策木造住宅建築補助事業又は移

住定住促進補助事業の対象者で、父母等と同居又は同一区に居住する者に補助

するものであり、補助件数は１０件、補助金額は２００万円であります。９ペ

ージに移ります。移住定住促進補助事業は、阿久根市外から転入し、定住を目

的とした住宅を新築又は新規購入、若しくは増改築する場合に補助金を３年間

補助するものであり、補助件数は４０件、補助金額は１,０２０万円でありま

す。次に、１０ページをお開きください。空家活用支援事業は、特定目的活用
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支援タイプと活用・流通促進タイプの２種類があります。平成２７年度におい

て、特定目的支援タイプとして、大川地区から活動拠点施設の整備が、また脇

本からはゲストハウスとしての有効活用案が提案されていたことから、これら

を地方創生加速化交付金事業のモデル事業として、優先的に事業実施してきた

ところであります。１１ページに移ります。定住促進対策木造住宅建築補助事

業でありますが、この事業は、市内の建築業者を利用して、定住を目的とした

木造住宅の新築又は住宅を増改築する者に対する補助金であり、補助件数は３

８件、補助金額は８０１万７千円であります。１２ページをお開きください。

乗合タクシー運行事業は、延べ運行回数１,４２３回、延べ利用人員、２,７２

４人であります。この事業は、交通不便地域において、交通弱者である高齢者

等の日常生活に必要不可欠な事業であり、今後も内容の充実に努めてまいりま

す。１３ページに移ります。地域づくり活動支援事業は、各区、団体等により

積極的に活用されており、補助件数は区で５５件、団体で８件となっておりま

す。１４ページをお開きください。グループタクシー利用促進事業であります

が、利用券交付者数８９人、延べ利用枚数２,４４９枚となっております。こ

の事業につきましては、乗合タクシーと同様に交通政策として実施してきまし

たが、今後は高齢者等の生活支援の側面から事業の見直しを検討しているとこ

ろであります。１５ページに移ります。華の５０歳組継承支援事業、新規事業

であります。本市の伝統行事である華の５０歳組が次世代に継承されるよう、

市内各小中学校の卒業生が行う同窓会に対し助成するものであります。阿久根

中学校３５歳と４０歳、三笠中学校３０歳と４０歳、大川中学校４５歳、折多

小学校３０歳の計６同窓会へ１１万９,２００円を助成しました。１６ページ

をお開きください。阿久根で縁結び出会いサポート事業、新規事業であります。

少子化対策の一環として実施し、カップル成立数５組を目標としておりました

が、７組のカップルが成立いたしました。１７ページに移ります。市勢要覧作

成業務であります。自然豊かな元気のある本市を広く対外的にＰＲするために

５年ごとに発行しているものであります。１８ページをお開きください。最後

に、経済センサス事務でありますが、事業所及び企業の経済活動の状態を５年

ごとに調査するものであり、国の各種行政施策を始め、地域の産業振興や商店

街の活性化などの地域行政のための基礎資料として利活用されるものでありま

す。 

それでは、決算内容について、初めに歳出について御説明いたします。事項

別明細書の２２ページ、説明書は２８ページをお開きください。２款１項８目

企画費の補正予算額の主なものは、あくね応援寄附金の２,３００万円であり

ます。それでは、主な内容について節ごとに御説明いたします。１節報酬は、

阿久根大島公園及び番所丘公園の指定管理に係る選定委員会委員の報酬であり

ます。８節報償費は、アクネ大使謝礼、５０歳組歓迎レセプション演奏謝礼の

ほか、まち・ひと・しごと創生委員会出会謝金及び再生可能エネルギービジョ

ン策定委員会委員出会謝金であります。９節旅費の主なものは、再生可能エネ

ルギービジョン策定委員の実費弁償、原子力研修、移住定住フェアのほか、東

海・近畿阿久根会等への参加旅費であります。１１節需用費は、官庁速報３２

万４千円、華の５０歳組歓迎レセプション食糧費６７万７千円、原子力避難訓

練用保護服等用具の購入費５０万８千円が主なものであります。保護服等用具

の内訳は、アノラック型保護服５０着、実験室用作業帽５０枚、オーバーシュ
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ーズ５０足、クリーンマスク１５００枚、防毒マスク５個、エプコテープ２０

巻であります。１２節役務費は、郵便・電話料であり、あくね応援寄附金関係

で約７０万円のほか、あくね大使への広報誌や謝礼品の送料などが主なもので

あります。１３節委託料は、再生可能エネルギービジョン策定業務と出会いサ

ポート業務が主なものであります。事項別明細書は２３ページになります。１

４節使用料及び賃借料は、移住体験用として賃借しました脇本浜区のゲストハ

ウスの賃借料と、移住・定住フェア時のブース借上料であります。説明書は２

９ページになります。１９節負担金補助及び交付金のうち、負担金については、

出水地域開発促進協議会ほか７つの協議会等への負担金であり、説明書備考欄

に記載のとおりであります。補助金については、肥薩おれんじ鉄道経営安定化

支援事業のほか、主要事業の成果説明書で説明しました内容であります。２５

節積立金は、ふるさと創生基金利子分、人材育成基金利子分、地域振興基金利

子分と地域振興基金６,８４１万２,２０８円であります。地域振興基金の内訳

としましては、場外車券場設置市地元協力金３５３万３７０円、あくね応援寄

附金６,４７４万４,０６０円、かごしま応援寄附金市町村交付金１３万７,７

７８円であります。 

次に、事項別明細書の２９ページ、説明書の３３ページをお開きください。

２款５項１目統計調査総務費でありますが、予算現額１,０９０万７千円、支

出済額９６２万８,５５６円で、執行率８８.３％であります。２節給料、３節

職員手当等、４節共済費の主なものは、担当職員１名分の人件費に係る経費で

あり、総務課の所管分であります。１３節委託料は、市民所得推計事務及び市

勢要覧作成業務に係る委託料であります。事項別明細書は３０ページになりま

す。次に、２目基幹統計調査費でありますが、予算現額１７３万円、支出済額

１３７万１,０９０円で、執行率７９.３％であります。１節報酬は、経済セン

サス活動調査に係る調査員１４名及び指導員２名分の報酬であります。７節賃

金は、経済センサス活動調査に係る臨時職員３カ月分の賃金であります。次に、

事項別明細書の４０ページ、説明書の４２ページをお開きください。５款２項

２目働く女性の家管理費でありますが、予算現額４０４万１千円、支出済額３

８１万８２１円で、執行率９４.３％であります。１節報酬は、働く女性の家

運営委員会委員５名分の報酬と働く女性の家指導員１名分の報酬であります。

４節共済費は、指導員の社会保険料であり、７節賃金は働く女性の家の平日の

夜間及び土曜日の警備員の賃金であります。８節報償費は、働く女性の家で主

催した２１講座分の講師謝金であります。１４節使用料及び賃借料は、働く女

性の家トイレ衛生器具の使用料が主なものであります。１８節備品購入費は、

実習室で使用するミキサーを購入しました。 

以上で歳出についての説明を終わり、次に、歳入について御説明いたします。

事項別明細書６ページ、説明書１１ページをお開きください。１２款１項８目

１節労働使用料は、働く女性の家の施設使用料で、延べ利用者数は９,８８６

人であり、昨年度比１４５人の減となりました。次に、事項別明細書８ページ、

説明書１３ページをお開きください。１３款２項１目１節総務管理費補助金の

うち企画調整課所管分は、地方創生加速化交付金のうち、再生可能エネルギー

ビジョン策定業務の１千万円、空家活用支援事業の１５０万円であります。次

に、事項別明細書１０ページ、説明書１５ページをお開きください。１４款２

項１目１節総務管理費補助金について御説明いたします。広報・調査等交付金
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は、原子力関連の研修旅費及び避難訓練用保護服等用具の購入に係る補助金で

あります。原子力発電施設立地地域基盤整備支援事業交付金の４億円は、２９

年度に執行予定であります市民交流センター整備事業、高規格救急自動車及び

積載資器材整備事業、緊急時避難経路市道整備事業、同じく橋梁整備事業に充

当するため、市有施設整備基金に積み立てたものであります。次に、事項別明

細書１２ページ、説明書１７ページをお開きください。同款３項１目５節統計

調査費委託金は、経済センサス活動調査費等に係る委託金であります。事項別

明細書１４ページ、説明書１９ページをお開きください。１５款１項２目１節

利子及び配当金のうち、企画調整課所管分は、ふるさと創生基金、人材育成基

金、地域振興基金であります。事項別明細書は１５ページ、説明書は２０ペー

ジをお開きください。１７款１項１０目１節地域振興基金繰入金８００万円は、

観光振興、自然環境、医療・福祉、教育の４部門の９事業へ充当しました。事

項別明細書１６ページ、説明書は２２ページをお開きください。１９款５項４

目２０節雑入のうち、企画調整課所管分について説明いたします。説明書の上

から１６行目、一般コミュニティ助成事業助成金は、脇本山田楽演舞団による

踊り太鼓等の整備に１６０万円を助成しました。上から２４行目、場外車券売

場設置市地元協力金は、サテライト阿久根の場外車券の売り上げの０.３５パ

ーセントを地元協力金として納入されたものであります。下から７行目、乗合

タクシー事業国庫補助金事業者精算返納金は、乗合タクシー運行事業者に交付

された前年度の運行実績に対する国庫補助金について、市から交付している乗

合タクシー運行事業補助金と重複することから、同額を返納したものでありま

す。 

以上で、企画調整課所管の事項についての説明を終わりますが、答弁に関し

ましては私、課長補佐及び担当係長にてお答えさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

中面幸人委員 

成果説明書の方でお話をさせていただきますが、またかまたかというように

なりますけれどもね、成果表の１２ページと１４ページの乗合タクシーとグル

ープタクシーの事業についてお伺いをいたします。今、課長の説明でですね、

グループタクシーについては今後、見直しを検討されるということですけれど

も、現状をお話をしたいと思います。私たち議員はですね、地元の地区のです

ね、声を聴いて行政にいろいろお願いをするわけなんですけれども、なかなか

毎年毎年、敬老の日になればですね、心苦しいながら敬老に呼ばれていったり

で行くわけなんですけれども。この中にはですね、公平性の高い制度にとか、

うたわれておりますけれども、田代地区におきましてはですね、バスが尾原ま

で走ってる関係で、乗合タクシーは米次から尾原までですよね。そしてまた、

それ以降の下の人たちはグループタクシーも使えない状況で、実際、まちまで

出て行けば、タクシー代が３,７００円かかります。今度は私たちの地区を言

いますれば、多田地区におきましては乗合タクシーの制度ができておりますの

で、桑原城経由でまちまで、市役所ら辺まで行けます。これは２００円で行け

ます。これが平等、公正なんでしょうか。田代地区の人たちはですね、このタ
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クシーの問題が一番だそうです。どげんかしてくれんかと。もう何年も前から

言っておりますけどですね、今、課長がいろいろまた、見直しをされておりま

すけども、この現状をですね、これは現状なんですよね。どうにかしないとで

すね、本当にこの年金生活の人たちは本当に大変だと思うんですよ。どうにか

来年度、何らかの形で平等に、公正が保たれるような仕組みづくりをですね、

どうにか考えていただきたいというふうに思います。そういうふうにこの間の

敬老会でですね、そういう話も出ておりますのでですね、どうにか検討してみ

てください。それだけです。課長何かありますか、考えていらっしゃいますか。 

早瀬企画調整課長 

確かに、交通政策の中で、バス停があるところまでという形になっておりま

すので、米次の場合は尾原までと。この路線が廃止されますと、全部乗り合い

タクシーで阿久根まで来るというようなことになるかというふうに思います。

そこも含めまして、今後、来年に向けて検討しているところであります。 

中面幸人委員 

私が言いましたけれども、本当３,７００円と２００円の違いなんですが、

これが少しは解消されるような形で検討できるんですか。 

早瀬企画調整課長 

ですから、米次からそのまま市街地まで乗合タクシーという形になれば、市

内のくるくるバス、乗合タクシーはすべて金額的には統一ということになって、

２００円なのかそれとも距離によって、４００円という線もあるのかですね、

そのくらいの形で利用料は考えているところです。 

中面幸人委員 

今、課長の話を聞けばですね、３,７００円が２００円、４００円になれば

相当負担が減ってきますので、地域の方も喜ばれると思いますので、ぜひそう

いう形で新しい制度を検討していただきたいと思います。 

渡辺久治委員 

再生可能エネルギービジョン策定業務についてお伺いします。２款１項８目、

事項別明細書は２２ページ、説明書は２８ページ、成果説明書は６ページです

ね。このあれは一応、２万２千ですかね。この説明書のほうを見ますと、委託

料で８９９万６千円ということは、このうちの８９９万６千円は委託料という

ことでということですね、１千万のうちの９００万は、という考えでいいんで

すか。 

早瀬企画調整課長 

仰せのとおりこれは委託料でありまして、ほかの差額につきましては、策定

委員会の委員の報酬、そして旅費、そういったあと需用費とかそういうもので

ございます。 

渡辺久治委員 

旅費なんかもこの１００万円に入ってるわけですね、あとの。そういう考え

でいいんですか。 

早瀬企画調整課長 

策定委員の旅費については、残り部分で対応しております。 

渡辺久治委員 

先ほど課長は現在の５％から５０％にエネルギーをもっていくという、再生

可能をですね。そういう話をされて、もう一回ちょっと、すみません、お願い
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します。 

[発言する者あり] 

ぜひそのようにするためにはもう、お金を使ってですね、ぜひ自治体ＰＰＳ

とか、そんなふうに方向にもっていくようにぜひお願いします。以上です。 

野畑直委員長  

ほかにありませんか 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、企画調整課所管の事項について審査を一時中止いた

します。 

 

（企画調整課退室、税務課入室） 

野畑直委員長  

次に、認定第１号中、税務課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

川畑税務課長 

一般会計の税務課所管分について、御説明いたします。 

決算に関する説明書の６ページをお開きください。市税の調定額２１億２,

１５３万３,４７８円に対し、収入額は１９億３,１３９万８,７５９円であり、

調定額に対する収入率は９１.０４％で、前年度収入率９０.９４％を０.１ポ

イント上回りました。ここで、税務課で取り組みました主な収入率向上対策等

について、説明させていただきます。まず、年間を通して滞納者の生活状況調

査、預貯金調査等を徹底して行い、適切な差し押えや執行停止処分を実施しま

した。特に、滞納繰越分の出納閉鎖の３月末、現年分の出納閉鎖の５月末に合

わせ、３月から５月を徴収強化月間と位置づけ、夜間徴収等を集中して実施し

ました。また、催告書の発送を、７月、１１月、２月、４月の４回実施し、滞

納の早期解消に努めました。次に、１２月、１月、２月に行った、３回の市外

徴収においては、３５万６,７６０円の徴収実績を上げました。また、滞納者

宅の捜索で差し押えた物品を、北薩地区５市町の合同公売会と県の合同公売会

に出品。２８点を公売し、２万８,６３６円を未納になっている税に充当しま

した。差押品の合同公売会につきましては、県の広報誌、テレビ、ラジオでの

広報活動に加え、阿久根市でも広報阿久根及び市のホームページに掲載し、市

民への周知を行ったところであります。また、滞納処分として、２９件の預貯

金、給与等の差し押えにより、５１７万１３３円を税・料金に充当しました。

捜索、差し押え、公売につきましては今後も一層強化しながら、市民への周知

を図ってまいりたいと考えております。また、収入率の向上には、徴収体制の

強化、滞納処分の徹底とあわせ、公平、公正な課税により、納税者の方々の理

解を得ることも重要であるとの意識をもって、十分なチェック体制をとるとと

もに、細心の注意を持って、事務に従事しているところであります。そのほか、

次代を担う児童、生徒が税金の意義や役割を正しく理解し、納税者としての自

覚を育てることを目的に、出水地区租税教育推進協議会の活動の一環としまし

て、市内７カ所の小中学校において、税務課職員による租税教室を開催しまし

た。 

以上で、平成２８年度に取り組みました主な収入率向上対策等についての説

明を終わり、決算に関する説明書の６ページにもどります。平成２８年度の調



 

- 29 - 

定額２１億２,１５３万３,４７８円は、前年度に比べ現年分が約４,５１７万

円、滞納繰越分が約５０６万円の増加で、合計５,０２３万３,７０４円の増加

となっています。大きな増減としては個人市民税の所得割額が、約１,６８０

万円の増加、法人市民税の法人税割額が約１２２７万円の増加、軽自動車税が、

約１２３８万円の増加となりました。また、収入額１９億３,１３９万８,７５

９円は、前年度比４,７７２万８９７円の増加となっています。調定額から収

入額を差し引きますと、１億９,０１３万４,７１９円となりますが、このうち

１,６８５万５,２５４円を不納欠損処分し、残りの１億７,３２７万９,４６５

円が収入未済額であり、前年度末と比べますと８３４万６２８５円の減少とな

っています。未済分の詳細については、７ページの市税滞納繰越調書のとおり

であります。次に、８ページをお願いします。３款利子割交付金の収入済額１

１６万３千円は、県が収入した利子割の額から、徴収取扱費相当額を控除した

残額の５分の３の額であり、また４款配当割交付金の収入済額２８８万７千円

は、一定の上場株式等の配当について、県が収入した配当割の額から徴収取扱

費相当額を控除した額の５分の３の額、５款株式等譲渡所得割交付金の収入済

額１６３万５千円は、源泉徴収口座内の株式等の譲渡による所得について、県

が収入した株式等譲渡所得割の額から徴収取扱費相当額を控除した残額の５分

の３の額が、それぞれ市町村に交付されるものであります。次に、１１ページ

をお開きください。１２款２項１目総務手数料のうち、備考欄の５行目、徴税

手数料２６３万４,５００円は、所得証明などの証明手数料及び市税の督促手

数料であります。次は、１７ページをお開きください。１４款３項１目総務費

委託金のうち、備考欄の５行目、徴税費委託金２,６８１万１,５９２円は個人

県民税徴収取扱費であり、地方税法第４７条の規定に基づき県から９月と３月

に交付され、内訳の主なものは納税義務者数に３千円を乗じた額であります。

次に、２０ページをお開きください。１９款１項１目延滞金の収入済額１５７

万２,６１１円は、市税滞納分に係る延滞金であります。また、２１頁の５項

４目雑入では、備考欄の雑入の一番目、雇用保険料の嘱託及び臨時職員本人負

担分の一部と、２２ページ上から４行目、コピー使用料の一部、２２ページ中

ほどの封筒広告料３２万円をそれぞれ歳入しております。 

以上で歳入を終わり、次に歳出について、主なものについて御説明いたしま

す。決算に関する説明書の３１ページと事項別明細書の２５ページをお開きく

ださい。２款総務費２項徴税費１目税務総務費の支出済額７,０４３万６,９１

４円は、税務課職員１７人のうち、１２人分の人件費が主なものであります。

補正予算額１７３万円は、予算編成時の職員配置と新年度の職員配置の異動と、

国民健康保険特別会計及び介護保険特別会計との職員異動による給料等の補正

であります。次に、２目賦課徴収費の支出済額２,３７８万３,１６７円につい

て、事項別明細書２６ページ中ほどの、節ごとに御説明申し上げます。１節報

酬４７３万２,８２８円は、収納嘱託員１名と窓口事務等嘱託員２名の報酬で

あります。４節共済費７３万７,６５４円は、嘱託員３名分の社会保険料であ

ります。７節賃金２３万８,６１４円は課税事務補助臨時職員１名分の賃金で

あります。８節報償費５２５万５,０５８円は、市税の取りまとめに対する各

区などへの納税報奨金５２３万２,２２０円と、総務課嘱託員への給報電算入

力業務時間外謝金２万２８３８円であります。９節旅費１９万７９０円は、県

内外への徴収事務や税務関係研修時の旅費であります。１１節需用費２３０万
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９,６４５円は、各市税納付書及び督促状並びに再発行納付書、納付書発送用

封筒印刷代が主なものであります。１２節役務費３５４万２２１８円は、収納

代理金融機関窓口収納手数料、納付書等発送時郵便料及び電話料であります。

１３節委託料２２２万４,８００円は、固定資産税に係る標準宅地鑑定評価業

務に係る委託料であります。１４節使用料及び賃借料１６２万６,３４５円は、

地方税電子申告支援サービス使用料、市県民税申告時の公民館空調機器使用料、

軽自動車検査情報サービス利用料、市税等収納嘱託員徴収用務時車借上料であ

ります。１９節負担金補助及び交付金６６万５,２２５円は、決算に関する説

明書の３２ページ備考欄に記載のとおり、負担金は資産評価システム研究セン

ター会費、地方税電子化協議会費、出水たばこ販売協同組合たばこ消費事業事

務費負担金、固定資産家屋評価研修会出席負担金であり、補助金は、阿久根市

青色申告会運営への補助金であります。２３節償還金利子及び割引料２２５万

９,９９０円は、市税の過年度分の過誤納還付金及び還付加算金であります。 

以上が、税務課所管分に係る決算の主な内容であります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、税務課所管の事項について審査を一時中止いたしま

す。 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １３：５１～１４：０８） 

 

（健康増進課入室） 

野畑直委員長  

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号中、健康増進課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

それでは、認定第１号のうち、健康増進課及び大川診療所所管分について御

説明申し上げます。 

初めに、歳出から御説明いたします。決算に関する説明書３４ページ、事項

別明細書３１ページになります。第３款民生費１項１目社会福祉総務費２８節

繰出金の支出済額４億１,５７２万９９６円は、国民健康保険特別会計への繰

出金であり、前年度比１７.４％の減となりました。次に、決算に関する説明

書は３７ページ、事項別明細書は３３ページになります。８目後期高齢者医療

費１９節負担金補助及び交付金の支出済額３億８,１９６万５,１３９円は、決

算に関する説明書の備考欄にあるとおり、鹿児島県後期高齢者医療広域連合の

一般会計の共通経費負担分、特別会計の共通経費負担分及び広域連合が阿久根

市分として医療機関に支払った療養給付費の１２分の１である後期高齢者広域

連合療養給付費であり、前年度比１.９％の減となりました。また、２８節繰

出金の支出済額１億３,８３６万３,５５４円は、後期高齢者医療特別会計へ繰
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り出したものであり、前年度比０.４％の減となりました。次に、決算に関す

る説明書は３９ページ、事項別明細書は３６ページになります。また、主要事

業の成果説明書は５３ページからになります。第４款衛生費１項１目保健衛生

総務費の支出済額１億４,１３６万９２４円は、健康増進課、地域包括支援セ

ンター及び環境対策係の職員の人件費のほか、歯科指導や管理栄養指導を行う

嘱託職員３名の報酬と妊婦健康診査業務などに係る委託料が主なものでありま

す。８節報償費は１歳６カ月児、３カ月児、３歳児等の各健診事業に係る医師

等への謝金であり、１３節委託料のうち、在宅当番医制事業は休日における一

次救急医療を出水郡医師会に委託したものであり、決算に関する説明書の次の

ページ、４０ページになりますが、妊婦健康診査業務は県医師会等へ委託した

ものであります。１９節負担金補助及び交付金のうち、出水総合医療センター

野田診療所における夜間一次救急診療所の運営経費の負担金は、４３１万４,

５２０円であり、利用者については、全体で平成２７年度１,３５９人であり、

平成２８年度１,３８０人、そのうち阿久根市分は平成２７年度は３２５人か

ら平成２８年度は３２１人へと、少し減少している状況でございます。次の、

ドクターヘリ運航事業救急車搬送６千円は、鹿児島市への２件分の負担金であ

ります。補助金については、出水郡医師会が行う病院群輪番制病院事業への補

助金６９３万３,９００円が主なものであり、特定不妊治療費助成事業は１人

につき、一年度１５万円を上限に補助するものであり、１０件分、７０万６,

３４０円を補助しました。２０節扶助費は未熟児養育医療費であり、１０名分、

２０８万１,４８６円を支出しており、平成２８年度は未熟児の申請件数が多

く、中でも１,５００グラム以下の長期の養育を必要とする子が３件と多い状

況でした。２目健康増進費の各種がん検診等及び３目予防費の各種予防接種の

実施状況は、主要事業の成果説明書５８ページから６５ページに記載してあり

ます。資料にはございませんが、平成２７年における阿久根市の３８８名の死

亡者の死因分類を分析しますと、第１位が悪性新生物、いわゆるがんで９３人、

２４.０％になっております。第２位が心疾患、いわゆる心筋梗塞などの心臓

病で４６人、１１.９％、第３位は老衰で４２人、１０.８％、第４位が脳血管

疾患、いわゆる脳卒中で４１人、１０.６％、第５位が肺炎で３１人、８.０％

となっております。なお、全国の平成２２年から２６年の指標と比較して、阿

久根市の死亡比が最も高いのは男女とも急性心筋梗塞であり、次が腎不全とな

っております。それでは、決算に関する説明書の４０ページになりますが、２

目健康増進費の支出済額４,６１２万６,６８７円は、県民総合保健センターや

鹿児島県厚生農業協同組合連合会に委託し実施したがん検診業務や健康診査な

どの委託料のほか、保健推進員への活動謝金、健康教育、健康相談、各種がん

検診時の看護師等への謝金などが主なものであります。各種がん検診などの受

診者数や受診率は、主要事業の成果説明書の６５ページに記載してありますが、

がん検診の受診後、精密検査が必要とされた方は胃がん検診では１０９人で、

進行性のがんと診断された方が１人いらっしゃいました。大腸がん検診では１

４６人で、早期がんと診断された方が１人、進行性のがんと診断された方が１

人いらっしゃいました。また、肺がん検診では７６人、子宮頸がん検診では２

３人の方が精密検査が必要とされましたが、がんと診断された方はいらっしゃ

いませんでした。乳がん検診では６７人の方が精密検査が必要とされましたが、

早期の乳がんと診断された方が１人いらっしゃいました。集団健康教育につい
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ては資料にありますが、９７回の１,８３１人、健康相談が３８回の２７３人

と各地区への出前講座や保健センターでの市民健康講座、まちの健康相談室な

どを実施するとともに、平成２８年度からは総合戦略事業であるラジオ体操推

進事業を実施し、市民の健康意識の向上に努めたところでございます。次に、

３目予防費の支出済額４,６９２万２,３５２円は、各予防接種に係るワクチン

代の需用費と、出水郡医師会等へ委託した個別予防接種業務の委託料が主なも

のであります。なお、平成２８年度は定期の予防接種の対象疾患にＢ型肝炎が

追加され、平成２８年１０月から施行されているところでございます。結核レ

ントゲン検診につきましては、主要事業の成果説明書の６４ページにあります

けれども、受診者は３,６０４人で受診率は７３.２％であり、そのうち３２人

の方が要医療という検診結果でございました。次に、決算に関する説明書は４

１ページ、事項別明細書は３８ページになります。６目保健センター管理費の

支出済額４０１万８,８５４円であり、これにつきましては、保健センターの

管理に必要な消耗品の購入や、庁舎警備業務などの委託料が主なものでありま

す。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。歳入については

決算に関する説明書で御説明させていただきます。９ページになります。第１

１款分担金及び負担金２項４目衛生費負担金の２０万６４０円は、未熟児養育

医療に係る保護者の負担金であります。１０ページになります。第１２款使用

料及び手数料１項３目衛生使用料のうち保健センター土地占用料の１,１００

円は、保健センターの敷地内にある九州電力株式会社の電柱１本分の占用料に

なります。１２ページになります。２項３目衛生手数料のうち狂犬病予防接種

の６７万７,１５０円は、犬の登録に係る新規登録手数料と注射済票交付手数

料でございます。１３ページになります。第１３款国庫支出金１項２目民生費

国庫負担金のうち、国民健康保険保険基盤安定負担金２,１９７万１,２１５円

は、国民健康保険税の保険者支援分に係る国の負担分であり、３目衛生費国庫

負担金の３７万２,６００円は、未熟児養育医療に係る国の負担分であります。

１４ページになります。２項３目衛生費国庫補助金のうち、疾病予防対策事業

費の２３万４千円は、新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業で、国

の補助基準額２分の１の補助金であります。１５ページになります。第１４款

県支出金１項２目民生費県負担金うち上から７行目になりますが、保険基盤安

定拠出金１億２４７万６,０３７円は、後期高齢者医療の保険料軽減分として

の県の負担分であります。下から２行目の国民健康保険保険基盤安定負担金７,

４２９万５,４４３円は、国民健康保険税の保険税軽減分及び保険者支援に係

る県の負担分であります。３目衛生費県負担金の３１万５００円は、未熟児養

育医療に係る県の負担分であります。１６ページになります。２項３目衛生費

県補助金のうち健康増進支援事業費１０２万３千円は、健康診査等に係る３分

の２の県の補助金であります。１８ページになります。３項２目民生費委託金

のうち、社会福祉費委託金の市町村権限移譲交付金１７万４千円は、医師法関

係等の免許申請などに係る交付金でございます。１９ページになります。第１

５款財産収入１項２目利子及び配当金のうち下から８行目、高額療養資金貸付

基金の利子４４円の収入がありました。２１ページになります。第１９款諸収

入５項４目雑入のうち上から４行目になりますが、後期高齢者健診業務広域連

合補助金２３２万８千円は、阿久根市の後期高齢者に係る長寿健診費用につい
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ての広域連合からの補助金であります。３行下、雇用保険料のうち健康増進課

所管分として、３万８,１９３円の収入がありました。その６行下にあるます

が、がん検診時の個人負担分として、５２６万７,９００円、２行下、肝炎ウ

ィルス検診等の個人負担分として１１万９,６００円、その５行下にあります

が、保健センターに設置してある自動販売機の電気料としてコカ・コーラウエ

スト㈱薩摩川内から４万８,８４８円、５行下、保健センターでの実習生受入

れの謝礼金として、鹿児島大学と広域医療センター附属阿久根看護学校から３

万２,４００円、次のページになりますが、上から９行目、保健センターの原

子力立地給付金として４万９,１０４円、下から５行目になりますが、ドクタ

ーヘリ相互応援分担金として出水市から３千円、次のページの上から４行目に

なりますが、国保連合会から後期高齢者健診還元金として５万７,３２９円、

８行下になりますが、平成２７年度分の未熟児養育医療に係る負担金の実績に

基づく精算交付分６３万７,６３６円の収入がありました。第２０款市債１項

３目衛生債のうち、夜間一次救急診療所運営事業債４３０万円は、出水総合医

療センター野田診療所内に設置されている夜間一次救急診療所に係る負担金に

充当したものでございます。 

以上で認定第１号についての説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

後期高齢者医療の拠出金が何パーセントか下がったという話を、さっき説明

があったけど、理由は何ですか。 

児玉健康増進課長 

３款１項８目の後期高齢者医療費についての御質問かと思うんですけれども、

後期高齢者広域連合への給付費として、先ほど申し上げましたとおり、１２分

の１を各自治体が負担するということになっておりますけれども、単純に負担

金が減ったということで、後期高齢者の医療費が若干、阿久根市の負担分とし

てのそこが、医療費が少なくなったんじゃないのかなと考えております。 

山田勝委員 

例えば、対象者が減ったとかですね、あるいは治療を受けた、健康だったと

か。例えば、ラジオ体操をしたから健康になったとかという、具体的な理由が

何かわかってたら教えてください。 

児玉健康増進課長 

詳細な原因というか、そこはよくわからないんですけど、ただ、被保険者数

としてはそんなに大きな増減はございません。大体４,９００人台でここは推

移をしております。１人当たり、年間の費用額、総医療費が少し下がっている

という状況で、負担金も減ってきたと考えております。 

山田勝委員 

単なるそれだけでいいんですけどね、あなた方はラジオ体操も始めました、

何も始めました、そういう中でね、そういう実績じゃないかということになれ

ばね、頑張ったな、よかったな、もっとちゃんとせないかんなあと思うじゃな

いですか。そういう意味でね、話を聞いたんです。普通なら毎年毎年ふえてい



 

- 34 - 

くというのが普通ですよね、対象者が多くなる、医療費は高くなる。そういう

中で、何パーセント下がったということなら、どういう理由ですかと聞きたく

なるじゃないじゃないですか。いつか、そういう形で検討をしてみたり、考え

てみたりすることも大事ですよ。そしたら、あなた方がやった政策がですね、

実績を結んだということになるわけですからね。その辺は胸を張って話をされ

ていいんじゃないですか。ということです。手を挙げて何か答弁してください。 

児玉健康増進課長 

そこの分析は今回できておりませんので、そこももう少し分析していきたい

と思っております。 

野畑直委員長  

ほかにありませんか 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、健康増進課所管の事項について審査を一時中止いた

します。 

 

○認定第２号 平成２８年度阿久根市歳入歳出決算認定について（国民健康保険

特別会計） 

野畑直委員長  

次に、認定第２号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

それでは、認定第２号について主なものについて御説明申し上げます。 

初めに、国民健康保険の被保険者数等について御説明いたします。主要事業

の成果説明書の６６ページになります。平成２８年度の国保の加入世帯は年度

平均３,６９９世帯、被保険者数は年度平均５,９３２人となっており、市全体

から見た加入率は、世帯で約３６％、被保険者数では約２７％となってます。

平成２７年度に比べ世帯数で１２２世帯、被保険者数では２９６人それぞれ減

となっております。また、全体の医療費、費用額になりますが、２９億２,２

６９万９,３１６円で、１人当たりの医療費としては４９万２,７００円で、前

年度比約５％の増となったところであります。次に、一般会計からの繰入金に

ついて御説明申し上げます。決算に関する説明書の４ページをごらんください。

第１０款繰入金１項１目一般会計繰入金の収入済額４億５７０万１,９９６円

は、前年度比９,５４４万４円、１９％の減であります。内訳については備考

欄のとおりであり、保険税の７割、５割、２割軽減分に対する財政措置の保険

基盤安定繰入金が前年度比１％の減、職員給与費等繰入金が前年度比１３.

２％の減、出産育児一時金等繰入金が前年度比４３.８％の減、財政安定化支

援事業繰入金が前年度比２７.４％の減であり、財政安定化支援事業繰入金２

億２,３８０万１千円のうち、法定外分は１億７,２００万円となりました。ま

た、国保係では国保資格の異動処理や転入・転出の際の処理、出産育児一時金

と葬祭費の支給等を行い、あわせて後期高齢者医療に係る事務も行っておりま

す。さらに、国保税の収納率向上のため、高額療養費等の支出の際に国保税の

滞納者については、口座振込ではなく現金支給とし、税務課と連携し納入相談

を実施しているところでございます。 

それでは事業勘定の歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は６ペ
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ージ、事項別明細書は８ページをお開きください。第１款総務費１項１目一般

管理費の支出済額４,７１５万７,８９１円は、職員７名分の人件費やレセプト

点検嘱託員２名分の報酬、被保険者証の郵送に係る役務費などが主なものであ

り、１２節役務費の不用額は電算処理システム手数料の残が主なものでありま

す。２項１目賦課徴収費の支出済額３４２万１,３４３円は、保険税の賦課徴

収に係る経費であり、市税等収納嘱託員１名分の報酬や郵便料、窓口収納手数

料などの役務費が主なものであります。事項別明細書は９ページになります。

２目納税奨励費の支出済額２０４万４,２５０円は、国保税の納税報奨金でご

ざいます。次に、第２款保険給付費の支出済額２４億７,９８０万８,５３４円

は、前年度比０.２％の減となりました。１項１目一般被保険者療養給付費の

支出済額２０億３,５２６万６,６８８円は、前年度比０.９％の増、２目退職

被保険者等療養給付費の支出済額７,５４１万２,１９８円は、前年度比２９.

７％の減となりました。３目一般被保険者療養費の支出済額２,０２８万４,５

６４円は、２,６０１件分、４目退職被保険者等療養費の支出済額６０万１,６

７２円は１１１件分でございます。決算に関する説明書は７ページ、事項別明

細書は１０ページになります。５目審査支払手数料の支出済額５８２万４２７

円は、レセプト審査支払手数料やレセプト電算処理手数料でございます。２項

１目一般被保険者高額療養費の支出済額３億２,１９９万２,２００円は、１カ

月の医療費がある一定の額を超えると払い戻しをする制度でございまして、４,

８９３件分であり、前年度比４.５％の増、また２目退職被保険者等高額療養

費の支出済額１,５２６万９,６７６円は１４０件分であり、１５.２％の減と

なりました。事項別明細書は１１ページになります。４項１目出産育児一時金

は、当初予算において２５件分、１,０５０万円を計上しましたが、実績とし

て９件分、３７８万円を支出し、６７２万円の不用額となりました。５項１目

葬祭費の支出済額１３２万円は、１件３万円の４４件分でございます。次に、

第３款後期高齢者支援金等の支出済額３億２,３９０万４,２５１円は、後期高

齢者の医療費分、事務費分を社会保険診療報酬支払基金に拠出するものであり、

社会保険診療報酬支払基金が示した算定基準により拠出したものでございます。

決算に関する説明書は８ページ、事項別明細書は１２ページになります。第６

款１項１目介護納付金の支出済額１億４,２９３万５,２１２円は、介護保険制

度における第２号被保険者に係る費用を支払基金に拠出するものであり、前年

度比０.６％の減であります。次に、第７款共同事業拠出金でありますが、こ

れは国保連合会に拠出金として支払うものであり、１項１目高額医療費拠出金

の支出済額１億２,３９６万５,０１７円は、レセプト１件当たり８０万円を超

える医療費について、３年間の実績を基に定められた計算式による額を拠出し

たものであります。なお、１件当たり３０万円以上の医療費では、最も高い方

で、１年間の医療費が４,３３３万円余りであり、心疾患の患者さんでありま

した。また、医療費の多い順では、第１位が統合失調症で２億２,１８６万円

余り、患者数が７９人、第２位が腎不全で１億８,０４６万円余り、患者数が

４１人、第３位がその他の心疾患で８,０１６万円余り、患者数が２９人でご

ざいます。第４位がその他の悪性新生物で、第５位がその他の呼吸器系の疾患

となっているようであります。２目保険財政共同安定化事業拠出金の支出済額

８億７,１９１万１,２９５円は、８０万円以下の全レセプトの医療費について、

都道府県単位で共同事業として国保連合会が行うもので、連合会が示した算定
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式による額を拠出したものであります。事項別明細書は１３ページになります。

第８款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費の支出済額９１１万８,４３

８円は、腹囲、高血圧症、高血糖、脂質異常などのメタボリックシンドローム

に着目した生活習慣病予防のために行う、特定健康診査業務の委託料が主なも

のであり、成果説明書の６７ページにあるとおり、受診者１,６８１名で法定

報告前の数値ではありますが、受診率は３４.８％となっております。決算に

関する説明書は９ページになります。２項１目保健対策費の支出済額７１８万

８,６９３円は、受診勧奨を行う訪問指導嘱託員の人件費と成果説明書の６７

ページのとおり、はり・きゅう助成や人間ドック助成の補助金が主なものであ

ります。はり・きゅう助成は１枚当たり６００円の助成で、年間３０回を限度

として１,４４３件、人間ドック助成は補助対象額の７割の助成で１１２件の

実績であります。訪問指導嘱託員については、特定健診の訪問受診勧奨を９７

件、糖尿病性腎症の重症化予防や集団健診受診者で要精密者の受診勧奨に２６

７件、情報提供という、かかりつけ医で特定健診を実施していただくための文

書による受診勧奨を１,９８５件、電話による受診勧奨を７４８件行いました

が、情報提供については４９０人で前年度より２３６人の増となったところで

ございます。事項別明細書は１４ページになります。第１１款諸支出金１項３

目償還金の支出済額４８９万２,１５３円は、平成２７年度分の療養給付費等

負担金等の交付確定に伴う国の精算返納金であります。２項１目直営診療施設

勘定繰出金の支出済額４０７万５千円は、大川診療所の運営等に係る国の調整

交付金であります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。決算に関する説

明書は３ページ、事項別明細書は１ページをお開きください。第１款国民健康

保険税の収入済額は３億６,２１５万９,９９７円で、全体の収入率は６６.

８％であり、前年度と比べると０.３ポイントの増、現年度課税分が９４.７％

で１.８ポイントの増、滞納繰越分が１１.０％で１.７ポイントの減となって

おります。項別明細書は３ページになります。第４款国庫支出金１項１目療養

給付費等負担金の収入済額５億８,００１万８,５７３円は、前年度比０.７％

の増となりました。２目高額医療費共同事業負担金の収入済額３,０９９万１,

２５４円は４分の１、３目特定健康診査等負担金の収入済額２６９万９千円は

３分の１の率による国の負担分の額であります。次に、２項１目財政調整交付

金の収入済額３億６,８５３万円は、決算に関する説明書の備考欄のとおり、

普通調整交付金、次のページの特別調整交付金、直営診療施設運営分として、

それぞれ交付を受けたものであります。第５款県支出金１項１目高額医療費共

同事業負担金の収入済額３,０９９万１,２５４円は４分の１、事項別明細書は

４ページになりますが、２目特定健康診査等負担金の収入済額２６９万９千円

は、３分の１の率による県の負担分の額であります。２項１目財政調整交付金

の収入済額１億７,０２３万２千円は、備考欄のとおり、普通調整交付金と特

別調整交付金をそれぞれ交付を受けたものであります。次に、第６款１項１目

療養給付費等交付金の収入済額１億２,１４８万８,８６７円は、退職者の医療

費に係る社会保険診療報酬支払基金からの交付金であり、前年度比６.５％の

減、第７款１項１目前期高齢者交付金の収入済額９億５,８２５万８,２８２円

についても、社会保険診療報酬支払基金からの交付金であり、前年度比４.

９％の増となりました。次に、第８款共同事業交付金の収入済額９億６,７４
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０万３,２９８円は、前年度比３.２％の減であり、１項１目高額医療費共同事

業交付金は、レセプト１件当たり８０万円を超える高額な医療費に対する国保

連合会からの交付金、２目保険財政共同安定化事業交付金は８０万円以下の全

レセプトの医療費を対象とした国保連合会からの交付金であります。事項別明

細書は５ページになります。第１０款繰入金については、冒頭で説明したとお

りであります。決算に関する説明書は５ページ、事項別明細書は６ページにな

ります。第１２款諸収入４項２目一般被保険者第三者納付金の収入済額２４万

５,２９２円は、交通事故に係る納付金であり、一般被保険者７件分でござい

ます。６目雑入のうち、国保連合会一般会計積立資産返還金の収入済額８１２

万２,２９５円は、厚生労働省通知により国保連合会における新たな積立資産

の種類が示され、積立金を積立資産として積立て直した残額を各市町村へ３年

間で返還することとされているものでございます。 

以上で事業勘定を終わり、次に、直営診療施設勘定について御説明申し上げ

ます。歳出から御説明いたします。決算に関する説明書１２ページ、事項別明

細書１８ページをお開きください。第１款総務費１項１目一般管理費の支出済

額１,０５７万３,０８０円は、２名の看護師と１名の医療事務の嘱託職員の報

酬、事務用品や電気・水道・ガス代、レントゲン装置やパソコンの保守料など

が主なものであります。事項別明細書は１９ページになります。第２款医業費

１項３目医薬品衛生材料費の支出済額１,３５７万７,９２３円は、医薬品等の

購入費であり、４目検査等業務費の支出済額１,１００万５,０９５円は、２カ

所の医療法人との診療業務の委託料が主なもので、１日当たりの委託料は４万

５千円であります。また、平成２８年度の診療日数は２４１日で延べ患者数１,

８０８人、１日当たりの患者数は７.５人であります。第４款１項１目基金積

立金の支出済額９４万７,８８７円は、平成２７年度分繰越金の半分と、診療

所基金の運用利子分を積み立てたものでございます。第５款公債費の支出済額

２０７万９,００６円は、診療所建物に係る市債償還金の元金、利子分であり

ます。なお、２８年度末の元金の償還金残高は１,２７４万８７６円でござい

ます。以上で歳出を終わり、次に、歳入について御説明申し上げます。決算に

関する説明書は１０ページ、事項別明細書は１５ページになります。第１款診

療収入の収入済額２,２６８万４,５５１円は、２項４目の７５歳以上を被保険

者とした後期高齢者医療保険の診療報酬収入１,３６４万７,８０３円が多くを

占めているところであります。３項１目諸検査等収入の収入済額８３万７,９

１０円は、主に各種予防接種料や介護保険に係る主治医意見書料等であります。

第６款１項１目国民健康保険診療所基金繰入金の収入済額１００万円は、診療

収入で不足する財源を補填したものでございます。なお、平成２８年度末にお

ける基金残高は１０３万９,２５０円となっております。２項１目事業勘定繰

入金の収入済額４０７万５千円は、診療所の運営に係る国の調整交付金分を事

業勘定から繰り入れたものであり、３項１目一般会計繰入金の収入済額１,０

０１万９千円は、診療収入で不足する財源を一般会計から繰り入れたものであ

ります。 

以上で認定第２号についての説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 
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これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

大川診療所のことなんだけどね、 

野畑直委員長  

もうちょっとマイクを 

山田勝委員 

収入のところのね、診療報酬、その他の診療報酬は２,２６８万円ですね、

診療報酬は。それから、合計３,９００万必要なわけですね。だからどうして

も普通の病院経営からいけばどうにもならない状況の中でですね、何も言わな

かったんですが、長い間、こうなんとかしなければね、負の財産をずっと引っ

張るということになるのでこの話をするんですけれども、この繰入金のところ

でですね、国民健康保険診療所基金繰入金を１００万やりましたと、残が１０

３万残っておりますと、こういうことでしょう。それからこの事業勘定からの

繰入金４０７万、それから他会計、一般会計からこの事業勘定からの繰入金の

４０７万というのは、これはどんなお金ですか。 

児玉健康増進課長 

６款２項１目の事業勘定繰入金の４０７万５千円につきましては、国の財政

交付金ということで、国の診療所の分に係る国の調整交付金につきましても、

一旦事業勘定で繰り入れて、事業勘定から繰り出すということになっておりま

すので、内訳としては国の財政調整交付金ということで、理解していただいて

結構かと思います。 

山田勝委員 

それでは、一般会計からは１０１万９千円だったということですか、前年度

は。失礼しました、１,００１万９千円ですね。だからどう考えてもですね、

毎年、もう来年で１年で基金はなくなりますよね。診療所を持ってるから国は

金を出してくれるというけど、これも経営そのものからしたらマイナスですよ

ね。ですから私はこの付近でどうしたら大川地区の方々の健康を守るのかとい

うことを考えないとですね、１日に７.５人しか来ない患者を基に経営ができ

るはずがないわけですからね。だから、いや無くなったら困ると言われてみて

もですね、それよりもこうしたほうが健康は守れますよという説得を、説明を

する必要があると思いますよ。最終的には市長が決めることですけどね、あな

た方はどう思うの。 

児玉健康増進課長 

診療所の運営としては、今委員がおっしゃられたとおりなかなか厳しい、１

千万ちょっとの一般会計からの繰り入れをやってると。これについてはもしこ

のまま続けて行けば、これだけは必要になってくるかと思っております。ただ、

将来的には起債の部分が、平成３５年まで起債の償還がありますので、平成３

５年になればあと２００万は減ってはくるんでしょうけど、ただやはり一般会

計からの繰り入れはずっと続いていくのかなと思ってます。これをなくす、こ

この運営がなかなか厳しいというのは御存じのとおりでありまして、委員がお

っしゃられるとおり、どうやったら地元の健康が守られるのか、委員が前から

おっしゃられたとおり、福祉バスなのか、そういったバスを走らせたほうがい

いのかということもいろいろありますけれども、まだちょっと結論的には出て

おりませんので、そこはもう少し時間をいただきたいと考えております。 
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山田勝委員 

政治的にですね、選挙の公約にやってことを廃止するというのは難しいです

よ。ところがね、こんなに厳しい状況の中になったらね、やっぱりそんなに難

しく考えなくても私はいいと思いますよ。一番いい簡単な例がね、牛之浜地区

の人は要らないよと言わったっで。私たちは阿久根のまちに行きます。そして

ほとんどは川内に行くでしょ。川内に行く、阿久根のまちに行く、そういう中

で無理して守らんでもいいじゃないですかと思うだけで、それよりももっと住

民の健康を守る方法はあるじゃないですか。参考までに言いますが、毎年毎年

ね、老人は減っていきますよ。国民健康保険税の対象者も減っていきますね。

そういう中で、診療所の７.５はふえる傾向にありますか、減る傾向にありま

すか。 

児玉健康増進課長 

なかなか厳しいのかなと、前年度は７.６人ということで、なかなかここは

ふえる余地はないのかなと自分は思っています。 

山田勝委員 

患者を見つけて回るわけいかんじゃないですか。患者を見つけて大川診療所

に来てくださいというわけにはいかんじゃないですか。だから、その付近はや

はりね。ならあなたは７.５、１日に来ると言うよ。でもトータルで何人の患

者が来てるんですか、何人の患者が。１日７.５だけど、この人は１週間に３

回来るかもわからない、２回来るかもわからないんでしょ。トータルで何人い

るんですか、ずっと来られる人をひっくるめて。 

児玉健康増進課長 

今、実人数ということでよろしいですかね。先ほどちょっと申し上げました

とおり患者数は１,８００人ぐらいで１日当たり７.５人ということになってお

ります。実人数としては大体１３０人ぐらいの患者さんがコンスタントに来て

いるということでなってるようでございます。 

山田勝委員 

１３０人ぐらいの人がコンスタントに来てくれるという表現はね、病院にコ

ンスタントに来てくれるとそういうのじゃこの市民の健康を守るという観点か

らはね、非常に不可解な説明だと私は思いますよ。だからそういう中でどうし

てもやはり、市民の健康を守るためにどうしたらいいかということを考えて調

査をやる、そして始めるということで進めてほしいと思うんですよ。以上です

よ。 

それからね、小規模多機能のコミュニティのあれが出てますよね、今あなた

方が出してるじゃないですか、募集をしてるでしょ。あれは対象はどこ地区な

んですか。 

児玉健康増進課長 

そこは介護長寿課になるかと思いますけれども、すいません。 

山田勝委員 

ああそうね、おたくかと思ってました、ごめんなさい。いいです。 

竹原恵美委員 

お尋ねします。成果説明書の８０ページの中の現状と課題に記載してあるの

は、今後の運営等も含めたあり方について検討する会を開催予定である。これ

は開催予定、まだ１０月に入りましたが計画は進んでいますでしょうか。 
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児玉健康増進課長 

申し訳ございません、一応これは２８年度の実績ということで記載をしてあ

りますので、２９年度、ことしの７月に１回開催を、地区の区長さん方、民生

委員の方と一緒に検討会というか話し合いを持ったところでございます。 

竹原恵美委員 

わかりました。 

山田勝委員 

自分のことを話すみたいですけどね、私は後期高齢者だと思ってるんだけど、

現実にはまだ前期高齢者ですからね、国民健康保険をちゃんと払ってるんです

が、どちらに入るんですかね、７２ですが。 

児玉健康増進課長 

後期高齢者は７５歳以上の方になりますので。 

山田勝委員 

実は、何でこう言いますかというと、病院で支払うお金がですね、２割だっ

たり３割だったりするでしょう。７０になったら２割になったんですよね。そ

れはどういうことで分けられるんですか。３割なら３割ですと言っていいです

よ、別に。 

児玉健康増進課長 

申しわけございません。７０歳以上の方になりますが、これは昭和１９年４

月１日以前に生まれた方は１割、それ以降に生まれた方は２割になります。た

だ、現役並みの所得がある方は３割ということになっております。 

山田勝委員 

途中から３割になったもんで、なひけやろかいと。了解。 

野畑直委員長  

ほかに。決算に対する質疑はありませんか 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第２号について審査を一時中止いたします。 

 

○認定第６号 平成２８年度阿久根市歳入歳出決算認定について（後期高齢者医

療特別会計） 

野畑直委員長  

次に、認定第６号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長  

認定第６号について御説明申し上げます。 

後期高齢者医療は、鹿児島県後期高齢者医療広域連合を保険者として運営さ

れています。よって、この後期高齢者医療特別会計は、歳入の後期高齢者医療

保険料と軽減分の保険基盤安定繰入金を、歳出では後期高齢者広域連合への納

付金として支出しているのが主なものでございます。平成２８年度末の後期高

齢者医療の被保険者数は４,９５３人で、前年度末より９人の減、人口に占め

る割合は約２３％となっております。また、被保険者のうち障害認定者数が９

２人となっております。 

それでは歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は３６ページ、事

項別明細書は４９ページをお開きください。第１款総務費１項１目一般管理費
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の支出済額１４５万６５３円は、後期高齢者医療事務に係る消耗品等の需用費、

被保険者証の郵送に係る役務費が主なものでございます。２項１目徴収費の支

出済額５１万６８５円は、徴収事務に係る消耗品等の需用費や郵便料、手数料

等の役務費のほか、保険料の還付金１９万９,８００円でございます。次に、

第２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額３億１,３８９万３,

０５６円は、後期高齢者医療保険料と保険基盤安定分担金などを鹿児島県後期

高齢者医療広域連合へ納付したものであります。 

次に、歳入について御説明いたします。決算に関する説明書は３５ページ、

事項別明細書は４７ページになります。第１款保険料１項１目後期高齢者医療

保険料の収入済額１億７,７４６万７,３４０円は、収入率９９.２％でありま

す。次に、第３款繰入金１項２目保険基盤安定繰入金１億３,６６３万４,７１

６円は、保険料の軽減分に対する財政措置であります。 

以上で認定第６号についての説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

野畑直委員長  

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第６号について審査を一時中止いたします。 

（健康増進課、税務課退室） 

 

ここでお諮りします。 

本日の審査をこの程度にとどめ、散会したいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

御異議なしの認め、本日はこれにて散会いたします。 

あすは午前１０時から再開いたします。 

 

 

（散 会  １５時０６分） 

 

決算特別委員会委員長   野 畑   直  

 


